
1 －平成23年９月15日発行－

P ２　

つくばみらいつくばみらい広
報
広
報

９月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口45,930人（＋57）　男23,067人（＋41）　女22,863人（＋16）・世帯数16,718世帯（＋43）

●主な内容●主な内容
P14　平成23年度後期生涯学習・公民館講座募集

P20　市内の出来事

P27　図書館だより

P28　保健だより　

P32　育てよう  みらいを託す青少年　　

P２　つくばみらい市の放射線対策

P４　9月は防災月間！備えあれば憂いなし！

P８　平成24年度保育所（園）入所（園）児募集

P９　くらしのQ＆A

P12　9月は認知症を知る月間です

すくすく幸せに育ってね♪すくすく幸せに育ってね♪
　
　市では、赤ちゃんと保護者との間に楽しくあた
たかいひとときが持たれることを願い、一人ひと
りの赤ちゃんに、絵本を開く楽しい体験と一緒に、
絵本を手渡す「ブックスタート」を始めました。
　３～４カ月健診時に、図書館とブックスタート
ボランティアの皆さんが協力して、赤ちゃんと保
護者１組１組と向き合い、赤ちゃんの幸せを願い
ながら、読み聞かせを行っています。

平成23年 長月
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2－広報つくばみらい９月号（No.66）－

８月の各施設放射線量測定結果 単位：毎時マイクロシーベルト

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
放
射
線
対
策

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
放
射
線
対
策

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
解
消
の
た
め
、「
放
射
能
対

策
室
」
を
中
心
に
、
放
射
線
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

7
月
21
日
発
行
の
広
報
紙
で
は
、
身
の
回
り
の
放
射
線
・
日

常
生
活
の
放
射
線
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
月
は
、
つ
く

ば
み
ら
い
市
の
放
射
線
対
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
内
の
保
育
所
・
幼
稚

園
・
小
中
学
校
を
中
心
に
、
37
箇
所

の
放
射
線
量
の
測
定
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
８
月
15
日
か
ら
は
、
さ
ら

に
22
箇
所
を
追
加
し
、
合
計
59
箇
所

の
測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

測
定
場
所
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ

く
市
内
全
域
を
補
う
た
め
に
、
市
内

各
地
の
公
共
施
設
を
中
心
に
選
定
し

て
い
ま
す
。
公
共
施
設
が
近
く
に
な

い
一
部
地
域
に
つ
い
て
は
、
集
会
所

な
ど
を
測
定
場
所
と
し
ま
し
た
。　

　

８
月
７
日
（
対
象
…
保
育
所
・
幼

稚
園
）
と
８
月
21
日
（
対
象
…
小
中

学
校
）
に
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に

向
け
て
、「
放
射
能
対
策
保
護
者
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
市
内
保
育
所
・
幼
稚

園
・
小
中
学
校
の
園
庭
・
校
庭
な
ど

の
空
間
放
射
線
量
を
低
減
さ
せ
る
た

め
、
除
染
作
業
（
表
土
の
削
土
・
雨

ど
い
集
水
ま
す
の
清
掃
・
水
洗
い
な

ど
）
を
実
施
す
る
こ
と
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、
保
護
者
に
対
し
て
作
業

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

除
染
作
業
に
つ
い
て
は
、
８
月
27

日
か
ら
施
設
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
作
業
当
日
は
、
保
護
者
や
市
職

測
定
箇
所
の
拡
大

測
定
箇
所
の
拡
大

放
射
線
量
の
低
減
化
に
向
け
た
取
り
組
み

放
射
線
量
の
低
減
化
に
向
け
た
取
り
組
み

施
設
別
施 設 名 称（ 所 在 地 ）

測定
場所

測定日（８／１～５）測定日（８／８～ 12） 測定日（８／ 15～ 19）測定日（８／ 22～ 26）
測定値（地上高さ）測定値（地上高さ）測定値（地上高さ）測定値（地上高さ）
１cm 50cm 1m １cm 50cm 1m １cm 50cm 1m １cm 50cm 1m

庁
舎
１伊奈庁舎（福田） 駐車場

（舗装）
0.418 0.359 0.315 0.279 0.236 0.231 0.282 0.225 0.212 0.253 0.203 0.203

２谷和原庁舎（加藤） 0.304 0.256 0.227 0.351 0.274 0.235 0.330 0.275 0.235 0.418 0.272 0.246

市
立
保
育
所

３伊奈第１（山王新田）

校庭
（土）

0.329 0.260 0.251 0.297 0.288 0.223 0.325 0.268 0.265 0.307 0.276 0.249
４伊奈第２（小張） 0.207 0.243 0.221 0.272 0.236 0.214 0.262 0.253 0.221 0.187 0.165 0.200
５伊奈第３（長渡呂新田） 0.440 0.326 0.320 0.456 0.353 0.324 0.470 0.377 0.346 0.514 0.369 0.316
６伊奈第４（狸穴） 0.451 0.330 0.305 0.379 0.306 0.281 0.368 0.332 0.303 0.387 0.333 0.295
７谷和原第１（仁左衛門新田） 0.195 0.168 0.142 0.168 0.158 0.139 0.205 0.166 0.154 0.208 0.188 0.169
８谷和原第２（小絹） 0.336 0.295 0.290 0.181 0.202 0.231 0.171 0.201 0.207 0.194 0.189 0.221

幼 市
稚 立
園 　

９すみれ（下島）
校庭
（土）

0.230 0.206 0.186 0.268 0.227 0.192 0.204 0.217 0.220 0.227 0.209 0.197
10わかくさ（板橋） 0.304 0.257 0.254 0.275 0.244 0.238 0.244 0.256 0.250 0.252 0.259 0.256
11谷和原（鬼長） 0.144 0.171 0.160 0.154 0.159 0.179 0.137 0.176 0.183 0.156 0.171 0.172

小
学
校

12小張（小張）
校庭
（土）

0.236 0.288 0.279 0.348 0.294 0.275 0.346 0.362 0.324 0.562 0.341 0.275
13豊（豊体） 0.369 0.296 0.270 0.429 0.294 0.280 0.291 0.249 0.273 0.326 0.266 0.251
14谷井田（谷井田） 0.226 0.211 0.199 0.245 0.212 0.212 0.239 0.206 0.222 0.220 0.218 0.212
15三島（下島） 0.237 0.199 0.194 0.273 0.205 0.181 0.265 0.188 0.198 0.180 0.199 0.199

員
な
ど
が
協
力
し
て
除
染
作
業
を
行

い
、
作
業
前
に
比
べ
て
放
射
線
量
が

低
減
さ
れ
る
な
ど
、
一
定
の
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

  

市
放
射
能
対
策
室
（
谷
和
原

庁
舎
生
活
環
境
課
内
）　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
８
）

問

▷
放
射
能
対
策
保
護
者
会
議
の
様
子

重機での除染作業の様子 豊小学校での除染作業の様子



3 －平成23年９月15日発行－

８月の各施設放射線量測定結果 単位：毎時マイクロシーベルト
施
設
別
施 設 名 称（ 所 在 地 ）

測定
場所

測定日（８／１～５）測定日（８／８～ 12） 測定日（８／ 15～ 19）測定日（８／ 22～ 26）
測定値（地上高さ）測定値（地上高さ）測定値（地上高さ）測定値（地上高さ）
１cm 50cm 1m １cm 50cm 1m １cm 50cm 1m １cm 50cm 1m

小
学
校

16東（足高）

校庭
（土）

0.247 0.241 0.236 0.185 0.226 0.234 0.233 0.233 0.258 0.231 0.229 0.247
17板橋（板橋） 0.363 0.281 0.248 0.355 0.290 0.254 0.391 0.299 0.264 0.313 0.295 0.268
18谷原（加藤） 0.319 0.270 0.273 0.330 0.293 0.282 0.289 0.261 0.246 0.314 0.259 0.260
19十和（上長沼） 0.197 0.196 0.186 0.222 0.213 0.210 0.197 0.214 0.198 0.157 0.165 0.172
20福岡（福岡） 0.207 0.151 0.171 0.177 0.152 0.170 0.181 0.170 0.161 0.189 0.161 0.180
21小絹（小絹） 0.268 0.268 0.246 0.302 0.271 0.249 0.315 0.270 0.222 0.373 0.249 0.278

中
学
校

22伊奈（市野深）
校庭
（土）

0.337 0.323 0.298 0.365 0.343 0.331 0.341 0.322 0.302 0.341 0.282 0.282
23伊奈東（南太田） 0.291 0.227 0.223 0.175 0.219 0.225 0.174 0.234 0.245 0.193 0.209 0.234
24谷和原（古川） 0.295 0.267 0.284 0.314 0.293 0.279 0.192 0.197 0.230 0.155 0.209 0.230
25小絹（小絹） 0.272 0.256 0.235 0.271 0.253 0.242 0.284 0.270 0.255 0.181 0.228 0.222

そ
の
他

26勘兵衛新田児童公園（伊奈東）

園内
（土）

0.287 0.272 0.229 0.248 0.247 0.221 0.268 0.259 0.244 0.363 0.231 0.236
27福岡堰さくら公園（北山） 0.274 0.223 0.220 0.287 0.238 0.215 0.191 0.165 0.167 0.239 0.172 0.181
28西ノ台桜の公園（西ノ台） 0.420 0.335 0.302 0.457 0.336 0.296 0.435 0.353 0.345 0.460 0.332 0.291
29石の公園（陽光台） 0.147 0.236 0.229 0.267 0.221 0.231 0.184 0.241 0.256 0.113 0.218 0.244
30きらくやまふれあいの丘（神生） 0.280 0.299 0.306 0.390 0.303 0.304 0.407 0.315 0.291 0.417 0.314 0.279
31絹ふたば文化幼稚園（小絹） 0.183 0.167 0.171 0.181 0.164 0.182 0.282 0.259 0.223 0.275 0.234 0.221
32認定こども園みらい平ふたばランド
　　幼稚園・保育園（紫峰ヶ丘）

0.175 0.156 0.137 0.118 0.128 0.140 0.181 0.164 0.163 0.369 0.246 0.192

33ピジョンランド常総保育園（絹の台） 0.262 0.268 0.263 0.286 0.277 0.266 0.363 0.319 0.290 0.343 0.277 0.258
34ちびっこハウスエンジェル（小絹） 0.328 0.279 0.272 0.337 0.279 0.253 0.334 0.295 0.281 0.288 0.265 0.249
35社会福祉法人青洲会なのはな園
　　（長渡呂新田）

園内
（芝）

0.513 0.366 0.330 0.535 0.367 0.325 0.307 0.294 0.287 0.319 0.294 0.272

36県立伊奈高等学校（福田） 校庭
（土）

0.214 0.210 0.214 0.255 0.225 0.212 0.216 0.190 0.204 0.175 0.184 0.187
37県立伊奈養護学校（青古新田） 0.622 0.338 0.312 0.301 0.275 0.271 0.596 0.357 0.309 0.563 0.361 0.290
38城山運動公園（田村） 園内

（土）
― ― ― ― ― ― 0.248 0.205 0.198 0.282 0.198 0.189

39樛木農村公園（樛木） ― ― ― ― ― ― 0.258 0.283 0.286 0.339 0.276 0.259
40歴史公園（南太田） 駐車場（土） ― ― ― ― ― ― 0.207 0.209 0.221 0.172 0.235 0.219
41総合運動公園（小張）園内（土） ― ― ― ― ― ― 0.177 0.214 0.245 0.567 0.393 0.341
42中平柳地先（中平柳）道路角（土） ― ― ― ― ― ― 0.625 0.445 0.465 0.250 0.308 0.300
中平柳地先については、８月18日当初河川敷のある１カ所を測定地点として選定し測定しましたが、その地点では刈り取られた雑草が土壌のうえで堆肥状になっ
ているため正確な測定が困難であると判断し、測定地点を雑草などのない別の地点へ変更しました。そのため８月18日とそれ以降の数値に大きな開きがあります。
43山王新田農村公園（山王新田）

園内
（土）

― ― ― ― ― ― 0.408 0.372 0.347 0.405 0.346 0.340
44絹の台桜公園（絹の台） ― ― ― ― ― ― 0.390 0.344 0.333 0.377 0.308 0.294
45てんとう虫公園（みらい平） ― ― ― ― ― ― 0.286 0.263 0.281 0.254 0.223 0.250
46小絹児童クラブ（絹の台）

敷地内
（土）

― ― ― ― ― ― 0.275 0.283 0.253 0.243 0.269 0.220
47下小目処理場（下小目） ― ― ― ― ― ― 0.406 0.335 0.273 0.403 0.337 0.292
48真木集落改善センター（真木） ― ― ― ― ― ― 0.351 0.213 0.183 0.313 0.221 0.181
49高岡・狸穴処理場（狸穴）敷地内（芝） ― ― ― ― ― ― 0.351 0.277 0.253 0.361 0.266 0.253
50板橋コミュニティセンター（板橋）

敷地内
（土）

― ― ― ― ― ― 0.443 0.257 0.229 0.397 0.276 0.236
51青木コミプラ（青木） ― ― ― ― ― ― 0.580 0.380 0.352 0.548 0.379 0.368
52谷井田コミニュティセンター（谷井田） ― ― ― ― ― ― 0.329 0.306 0.311 0.275 0.302 0.299
53細代新農村集落センター（細代） ― ― ― ― ― ― 0.416 0.379 0.323 0.417 0.279 0.229
54消防本部東部出張所（台）敷地内（砂利） ― ― ― ― ― ― 0.223 0.180 0.175 0.233 0.190 0.179
55消防団第６分団器具置場（野掘）敷地内（土） ― ― ― ― ― ― 0.381 0.298 0.275 0.352 0.290 0.280
56間宮林蔵記念館（上平柳）敷地内（砂利） ― ― ― ― ― ― 0.443 0.406 0.377 0.476 0.384 0.359
57浅間神社（城中） 敷地内（土） ― ― ― ― ― ― 0.516 0.305 0.245 0.364 0.252 0.229
58古民家松本邸（筒戸）駐車場（土） ― ― ― ― ― ― 0.488 0.404 0.376 0.516 0.392 0.349
59（新）谷和原幼稚園
（新）谷和原第２保育所（上小目）

園内（土） ― ― ― ― ― ― 0.144 0.153 0.140 0.150 0.150 0.144
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地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
に
襲
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。 

市
内
の
避
難
場
所
や
非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
心
が
け

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
、

こ
の
機
会
に
家
庭
や
地
域
、職
場
な
ど
で
再
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
災
害
被
害
を
少
な
く

　

す
る
「
自
助
」・「
共
助
」】

　

大
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
現
象

は
、
人
間
の
力
で
は
く
い
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
災
害
に
よ
る

被
害
は
、
日
ご
ろ
の
努
力
に
よ
っ
て

減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。　

【
災
害
か
ら
命
を
守
る
】

■
地
震
災
害

　

近
年
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
で

さ
か
ん
に
防
災
や
減
災
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ご

家
庭
や
暮
ら
し
の
中
で
の
ひ
と
工
夫

で
実
現
で
き
る
「
家
具
の
転
倒
・
落

下
防
止
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
グ
ッ
ズ
や
ア
イ
デ
ア
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
地
震
の
と
き
に
は
、

多
く
の
方
が
「
家
具
類
の
転
倒
・
落

下
」
に
よ
っ
て
負
傷
し
て
し
ま
う
こ

と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
内
に

「
安
全
空
間
」
を
つ
く
っ
て
お
く
こ

と
で
、
災
害
時
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

ま
す
。「
大
地
震
で
は
、
家
具
は
必
ず

倒
れ
る
も
の
」
と
考
え
て
、
お
部
屋

の
総
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の

際
に
チ
ェ
ッ
ク
・
実
践
す
べ
き
点
は

次
の
５
つ
で
す
。
ま
ず
は
、
で
き
る

部
分
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

○ 

家
具
は
、
倒
れ
る
向
き
を
考
え

て
配
置
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

家
具
部
屋
を
作
り
ま
し
ょ
う
（
寝

室
や
居
間
と
し
て
使
用
し
な
い
）。

○ 

作
り
つ
け
の
家
具
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

○ 

寝
室
に
は
家
具
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

家
具
を
置
く
場
合
は
、
固
定
す

る
こ
と
で
転
倒
防
止
を
は
か
り
ま

し
ょ
う
。

　

家
具
の
固
定
方
法
に
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
正
し
い
や
り
方
で
行

わ
な
け
れ
ば
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
。

■
「
水
害
・
土
砂
災
害
」

　

近
年
、
全
国
各
地
で
大
雨
の
被
害

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
ご
く
限
ら
れ

た
範
囲
に
、
短
時
間
に
、
極
め
て
大

量
の
雨
が
降
る
短
時
間
強
雨
が
頻
発

し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
台
風
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た

大
雨
に
も
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

集
中
豪
雨
や
長
雨
な
ど
で
地
盤
が
ゆ

る
む
と
、
土
砂
災
害
（
が
け
崩
れ
な

ど
）
が
発
生
し
ま
す
。

　

国
や
地
方
自
治
体
で
は
危
険
な
箇

所
を
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
土

砂
災
害
が
心
配
さ
れ
る
地
域
に
住
む

皆
さ
ん
が
、
危
険
を
い
ち
早
く
察
知

し
、
素
早
い
行
動
、
避
難
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
被
害
を
軽
減
す
る
う
え
で

最
も
大
切
で
す
。

　

行
政
に
よ
る
「
公
助
」
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
「
自
助
」、
地
域
や
身

近
に
い
る
人
ど
う
し
が
助
け
合
う

「
共
助
」
こ
そ
が
、
災
害
に
よ
る
被

害
を
少
な
く
す
る
た
め
の
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
身
の
ま
わ
り
の
人
を
助

け
る
に
は
、
ま
ず
自
分
自
身
が
無
事

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
自
助
」

が
あ
っ
て
の
「
共
助
」
で
す
。
災
害

が
起
き
て
か
ら
で
は
間
に
合
い
ま
せ

ん
。
普
段
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
災

害
時
に
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

平
時
か
ら
、「
自
分
で
で
き
る
こ

と
」、「
家
族
で
で
き
る
こ
と
」、「
ご
近

所
と
力
を
合
わ
せ
て
で
き
る
こ
と
」

な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
い
つ
来
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

⇨

①がけから小石がパラ
パラと落ちてくる。

②がけから水が湧き出
ている。

③がけに割れ目が見え
る。

【
つ
く
ば
み
ら
い
市

　
　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
地
震
・
洪
水
の
自
然
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
被
害
の
よ
う
す

や
、
避
難
・
救
援
活
動
に
必
要
な
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
地
図
で
す
。

家
族
み
ん
な
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
市
役
所
伊

奈
庁
舎
・
谷
和
原
庁
舎
の
市
民
窓
口

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！

災
害
へ
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

9月は防災月間！
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防
災
の
た
め
に
特
別
な
も
の
を
用

意
す
る
の
で
は
な
く
、で
き
る
だ
け
、

普
段
の
生
活
の
中
に
組
み
込
ん
で
、

平
時
に
無
意
識
に
更
新
さ
れ
る
も
の

で
ま
か
な
い
ま
し
ょ
う
。　

　

安
価
で
ど
こ
で
も
入
手
し
や
す
い

も
の
で
な
い
と
、
定
期
的
に
更
新
し

た
り
、
分
散
し
て
置
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
ラ
ッ
プ
、

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
、
大
型
ゴ
ミ
袋
、
水

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
、
あ
る
程

度
の
量
を
蓄
え
、
順
々
に
古
い
方
か

ら
使
い
、
日
常
生
活
で
買
い
足
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

水・食料

入れ歯常備薬
【
安
否
の
確
認
方
法
】

　

災
害
は
、
家
族
が
そ
ろ
っ
て
い
る

時
に
発
生
す
る
と
は
限
ら
ず
、
家
族

が
バ
ラ
バ
ラ
に
い
る
時
に
起
き
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
必
要

な
準
備
を
し
て
お
く
と
と
も
に
、
災

害
発
生
時
の
避
難
場
所
や
安
否
確
認

の
方
法
な
ど
、
家
族
み
ん
な
で
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
電
話
が
混
雑

し
、
家
族
と
連
絡
が
と
れ
な
い
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
の
家

族
や
知
人
の
安
否
確
認
方
法
と
し
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
「
１
７
１
」
が
有
効
で
す
。
毎

月
1
・
15
日
に
体
験
で
き
ま
す
の
で
、

局
番
な
し
の
「
１
７
１
」
に
電
話
を

か
け
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
操
作

し
て
く
だ
さ
い
。　

　

詳
し
く
は
、
東
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.n
tt-east.co.jp/saigai/

voice171/index.htm
l

）
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
災
害
情
報
】

　

災
害
の
情
報
は
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
な
ど
か
ら
正
し
い
情
報
を
入
手

し
、
早
め
の
対
策
・
避
難
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き

し
た
と
き
は
、
ま
わ
り
の
人
に
も
声

を
か
け
な
が
ら
、
あ
わ
て
ず
に
、
ま

ず
身
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

■
防
災
サ
イ
ト
で
事
前
情
報
確
認
を

・
茨
城
県
土
木
部
雨
量
・
河
川
水
位

情
報
…http://w

w
w
.kasen.pref.

ibaraki.jp/

・
茨
城
県
土
砂
災
害
警
戒
情
報
…

http://w
w
w
.dosya.kasen.pref.

ibaraki.jp/dosya/index.htm
l

・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
水
位
・
雨
量
情
報

（
下
館
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

…http://w
w
w
.ktr.m

lit.go.jp/
shim

odate/bousai/suii/03.htm

・
川
の
防
災
情
報
…http://w

w
w
.

river.go.jp/

・
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…http://

w
w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/index.htm
l

・
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
…

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/saigai/

bosaijoho/

【
避
難
所
お
よ
び
避
難
場
所
】

■
避
難
所
兼
避
難
場
所

・
県
立
伊
奈
高
等
学
校

・
県
立
伊
奈
養
護
学
校

・
伊
奈
中
学
校

・
伊
奈
東
中
学
校

・
谷
和
原
中
学
校

・
小
絹
中
学
校

・
小
張
小
学
校

・
豊
小
学
校

・
谷
井
田
小
学
校

・
三
島
小
学
校

・
東
小
学
校

・
板
橋
小
学
校

・
谷
原
小
学
校

・
十
和
小
学
校

・
小
絹
小
学
校

・
福
岡
小
学
校

・
総
合
運
動
公
園

・
総
合
福
祉
施
設
き
ら
く
や
ま
ふ
れ

　

あ
い
の
丘

・
谷
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
板
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
避
難
場
所

・
わ
か
く
さ
幼
稚
園

・
す
み
れ
幼
稚
園

・
谷
和
原
幼
稚
園

・
伊
奈
第
１
保
育
所

・
伊
奈
第
２
保
育
所

・
伊
奈
第
３
保
育
所

・
伊
奈
第
４
保
育
所

・
谷
和
原
第
１
保
育
所

・
谷
和
原
第
２
保
育
所

・
伊
奈
公
民
館

・
谷
和
原
公
民
館

※
避
難
所
と
は
…
被
災
者
の
住
宅
が

回
復
さ
れ
る
ま
で
、
あ
る
い
は
応
急

仮
設
住
宅
へ
入
居
で
き
る
ま
で
の
一

時
的
な
生
活
の
本
拠
地
と
な
る
も
の
。

※
避
難
場
所
と
は
…
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
、
生
命
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
、
一
時
的
に
避
難
す
る
場

所
と
な
る
も
の
。

【
日
頃
か
ら
準
備
し
て

　
　
　
　

お
き
た
い
も
の
】

　

ま
た
、
す
ぐ
に
必
要
な
も
の
、
常

備
薬
、
入
れ
歯
、
補
聴
器
な
ど
、
な

け
れ
ば
困
る
も
の
は
何
か
を
考
え
て

用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

  

伊
奈
庁
舎
総
務
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
２
１
５
）

問

自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
の
ま
ち
は

　
　
　
　
　

自
分
た
ち
で
守
る

　
　
　
　
　

自
分
た
ち
で
守
る

〜
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
開
催
〜

日　
　

時

10
月
２
日
㈰  

午
前
８
時
30
分
〜

場 　

  

所　

総
合
運
動
公
園
多
目
的
運
動
場

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、

活
動
を
行
っ
て
い
る
市
消
防
団
の
皆

さ
ん
は
、
平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
操
法
大
会
は
、
消
防
ポ
ン
プ

車
の
基
本
操
作
を
練
磨
し
、
迅
速
な

消
火
活
動
お
よ
び
災
害
活
動
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

※
各
分
団
の
統
一
の
取
れ
た
迅
速
な

動
き
を
披
露
し
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

9月は防災月間！
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善
意
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【
つ
く
ば
み
ら
い
市
仏
教
会
様
よ
り
】

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
仏
教
会
様
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
10
万
円
が
市
に
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

嫁
に
来
な
い
か
事
業
ス
タ
ー
ト
！

　

市
で
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、

男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る

「
嫁
に
来
な
い
か
」
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
、

こ
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
将
来

結
婚
し
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
住
ん

で
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
今
回
は
、
さ
つ
ま
い

も
掘
り
体
験
と
新
鮮
野
菜
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
自
然

に
触
れ
合
い
な
が
ら
、
将
来
の
パ
ー

ト
ナ
ー
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日

　

10
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
〜

▼
主
会
場

　

古
民
家
「
松
本
邸
」（
筒
戸
）

▼
募
集
人
数

　

男
女
各
20
人

▼
参
加
資
格

　

20
歳
以
上
40
歳
代
ま
で
の
独
身
男
女

▼
参
加
料
金

　

男
女
と
も
３
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課
ま
で
お
電

　

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
市
ホ
ー
ム
ぺ

　

ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

　

9
月
26
日
㈪
〜
10
月
11
日
㈫

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と

な
り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
嫁
に
来
な
い
か
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉

課   

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

１
１
６
０
、１
１
６
２
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
58

‐
５
８
１
１

申
問事

業
仕
分
け
を
実
施
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
限
り
あ
る
財
源
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
職
員
の
意
識

改
革
や
透
明
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
を
外
部
の
視
点
で
見
直
す
「
事

業
仕
分
け
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
会
場
を
公
開
し
、
ど
な

た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日
時　

　

10
月
８
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後

　

５
時

▼
場
所　

　

谷
和
原
公
民
館
（
大
会
議
室
）

▼
対
象
事
業

・
広
報
つ
く
ば
み
ら
い
発
行
事
業

　
（
秘
書
広
聴
課
） 

【
伊
奈
自
動
車
部
会
様
よ
り
】

　

伊
奈
自
動
車
部
会
（
青あ
お
き木
重し
げ
み美
会

長
）
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
８
万
円
が

市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

【
匿
名
様
よ
り
】

　

匿
名
様
よ
り
、
５
０
０
０
円
が
市

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
行
政
協
力
員
に
関
す
る
事
業

　
（
総
務
課
） 

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
業
務

　
（
学
校
教
育
課
） 

・
文
化
振
興
支
援
事
業

　
（
生
涯
学
習
課
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
事
業

　
（
社
会
福
祉
課
） 

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

　
（
介
護
福
祉
課
） 

・
商
工
会
育
成
支
援
事
業

　
（
産
業
政
策
課
） 

・
資
源
物
回
収
助
成
金
交
付
事
業

　
（
生
活
環
境
課
） 

・
市
道
施
設
の
維
持
補
修
事
業

　
（
建
設
課
） 

子
育
て
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
子
育
て
家
庭
が
、
ゆ
と

り
を
持
っ
て
安
心
し
て
子
育
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
よ

り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
谷
和
原

第
２
保
育
所
に
お
い
て
、
10
月
３
日

㈪
か
ら
、
一
時
保
育
、
子
育
て
支
援

室
を
開
設
し
ま
す
。

■
一
時
保
育

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
５
時

　

毎
日
保
育
所
を
利
用
す
る
ほ
ど
で

は
な
い
が
、
お
子
さ
ん
を
家
庭
で
見

る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
利

用
で
き
る
制
度
で
す
。

■
子
育
て
支
援
室

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
（
親
子
遊
び
を
中
心
と
し

た
広
場
・
育
児
相
談
）　

　

み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
子
育
て

を
し
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
中
の
親
子

が
集
う
場
と
し
て
、「
子
育
て
支
援
室

フ
ラ
ワ
ー
」
が
誕
生
し
ま
す
。
お
子

さ
ん
た
ち
の
あ
そ
び
や
出
会
い
の
場

と
し
て
、気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
一
時
保
育
・
子
育
て
支
援
室
フ
ラ

ワ
ー
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
伊
奈
庁

舎
児
童
福
祉
課
・
市
民
窓
口
課
・
谷

和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課
・
伊
奈
公
民

館
・
谷
和
原
公
民
館
・
谷
和
原
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
あ
り
ま
す

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

  
伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
２
）

問
　

  

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
０
）

問

つつくばみらいくばみらいＮＮｅｗｓｅｗｓ！！

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
、
他

の
地
域
に
暮
ら
し
な
が
ら
つ
く
ば
み

ら
い
市
を
ふ
る
さ
と
と
し
て
思
い
を

寄
せ
貢
献
し
た
い
、
応
援
し
た
い
と

い
う
方
か
ら
の
寄
附
金
を
募
り
、
そ

れ
を
財
源
と
し
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
る
た
め
に
「
つ
く
ば
み

ら
い
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
」
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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県
指
定
文
化
財

　
　
「
不
動
院
楼
門
」
の
修
理
状
況
（
６
）

県
指
定
文
化
財

　
　
「
不
動
院
楼
門
」
の
修
理
状
況
（
７
）

　

４
年
近
く
の
期
間
を
要
し
た
楼
門

の
修
理
工
事
も
、
木
工
事
や
塗
装
工
事

の
一
部
を
残
す
の
み
と
な
り
、
９
月
の

末
に
は
仮
設
工
事
以
外
は
終
了
す
る
予

定
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
上
部
の
素

屋
根
か
ら
少
し
ず
つ
足
場
が
解
体
さ

れ
、
き
れ
い
に
な
っ
た
楼
門
の
姿
が
だ

ん
だ
ん
と
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

日
光
市
の
工
房
で
の
、
仁
王
像
修

復
も
ほ
ぼ
終
了
し
、
楼
門
の
修
理
完

成
に
併
せ
て
搬
入
作
業
が
行
わ
れ
、

門
の
両
脇
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

も
う
し
ば
ら
く
で
、
修
理
後
の
楼

門
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
、
屋
根
や
各
所
の
彫
刻
、
仁
王
像

な
ど
、
修
理
前
の
楼
門
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

学校名 実施日 受付時間

小 絹 小 学 校 10月13日㈭ 12:50 ～ 13:10

板 橋 小 学 校 10月14日㈮ 12:30 ～ 12:50

小 張 小 学 校 10月18日㈫ 12:40 ～ 13:00

三 島 小 学 校 10月25日㈫ 13:00 ～ 13:15

東 小 学 校 11月１日㈫ 13:10 ～ 13:30

谷 井 田 小 学 校 11月８日㈫ 13:00 ～ 13:30

福 岡 小 学 校 11月10日㈭ 13:30 ～ 13:50

豊 小 学 校 11月10日㈭ 13:00 ～ 13:20

谷 原 小 学 校 11月17日㈭ 13:30 ～ 13:45

十 和 小 学 校 11月24日㈭ 13:15 ～ 13:30

　

平
成
24
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

さ
れ
る
児
童
の
就
学
時
健
康
診
断
を
左

記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
健
康
診
断

通
知
書
（
は
が
き
）
に
記
載
さ
れ
た
小

学
校
に
お
い
て
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
健
康
診
断
通
知
書
は
、
10
月
上
旬

ま
で
に
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

※
指
定
さ
れ
た
小
学
校
の
日
程
で
都

合
が
悪
い
場
合
に
は
、
事
前
に
学
校

教
育
課
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
９
月
１
日
以
降
に
、
つ
く
ば
み
ら

い
市
へ
転
入
さ
れ
た
方
は
、
学
校
教

育
課
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　

市
の
秋
を
彩
る
「
文
化
祭
」
が
11

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。各
会
場
で
は
、

市
内
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
団
体
が
、
作
品
や
演
技
な
ど
を
披

露
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動

の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
芸
術
と

　

平
成
24
年
の
成
人
式
は
、
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時

　

平
成
24
年
１
月
８
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分　

式
典
開
式

　
（
受
付
…
午
後
０
時
30
分
か
ら
）

▼
会　

場

　

き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
世
代

　

ふ
れ
あ
い
の
館　

世
代
ふ
れ
あ
い

　

ホ
ー
ル
（
神
生
５
３
０
）

▼
対
象
者

第
６
回　

市
文
化
祭
を
開
催
！

文
化
の
秋
を
肌
で
触
れ
て
、
お
楽
し

み
下
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

11
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰
の
２
日
間

　

両
日
と
も
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
30
分
ま
で

▼
会
場　

　

・
き
ら
く
や
ま
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館
・

　

す
こ
や
か
福
祉
館
・
谷
和
原
公
民
館

▼
内
容

　

作
品
展
示
・
活
動
発
表
・
児
童
生

　

徒
絵
画
書
写
展
な
ど

　

  

谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
１
３
）

問

【健康診断日程】

　

  

谷
和
原
庁
舎
学
校
教
育
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
０
４
）

問

市
成
人
式
典
を
開
催
！

　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
の
方
に
は
、
12
月
上
旬
に
案

内
状
を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
票
を
市
外
に
異
動
し

て
い
る
方
で
、
市
成
人
式
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
10
月
以
降
に

生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

  
谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
１
４
）

問

　

  

谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
１
３
）

問

足場が解体される楼門

修復後の仁王像

つつくばみらいくばみらいＮＮｅｗｓｅｗｓ！！

昨年の文化祭の様子



8－広報つくばみらい９月号（No.66）－

保
育
所
（
園
）

保
育
所
（
園
）

　

入
所
（
園
）
児
募
集

　

入
所
（
園
）
児
募
集

平成24年度平成24年度
　　

平
成
24
年
度
に
新
た
に
保
育
所
（
園
）
へ
入
所
（
園
）
す
る

児
童
の
申
し
込
み
受
け
付
け
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

入
所
（
園
）
対
象
年
齢

●
公
立

　

満
１
歳
〜
就
学
前
ま
で

　

※
谷
和
原
第
２
保
育
所
…
0
歳（
６

　

カ
月
）
〜
就
学
前
ま
で

●
私
立

　

０
歳
（
２
カ
月
）
〜
就
学
前
ま
で

　
（
主
に
、
0
歳
児
が
中
心
）

入
所
（
園
）
基
準

　

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
の

は
、
保
護
者
に
次
の
い
ず
れ
か
の
事

情
が
あ
り
、
60
歳
以
下
の
家
族
の
方

も
お
子
さ
ん
を
保
育
で
き
な
い
場
合

で
す
。

●
家
庭
外
労
働

●
家
庭
内
労
働　

●
母
親
の
出
産
な
ど　

●
病
人
の
看
護
な
ど

●
家
庭
の
災
害

※
１　

定
員
以
上
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
入
所
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
２　

平
成
24
年
度
中
に
途
中
入
所

（
園
）
を
予
定
し
て
い
る
児
童
も
、

あ
ら
か
じ
め
受
付
期
間
中
に
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３　

他
市
町
村
の
認
可
保
育
所

（
園
）
へ
の
入
所
相
談
・
申
し
込
み

も
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
場
所

●
児
童
福
祉
課
（
伊
奈
庁
舎
）

●
各
公
立
保
育
所

※
谷
和
原
庁
舎
、
ピ
ジ
ョ
ン
ラ
ン
ド

常
総
保
育
園
で
は
受
け
付
け
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

受
付
日
時

　

10
月
11
日
㈫
〜
21
日
㈮

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　
（
土
、
日
、
を
除
く
）

提
出
書
類

※
申
し
込
み
児
童
1
人
に
つ
き
1

部
・
市
指
定
用
紙
（
伊
奈
庁
舎
児
童

福
祉
課
・
各
公
立
保
育
所
で
配
布
し

●
家
庭
状
況
調
書　
　

●
発
達
促
進
状
況
調
査
票

●
添
付
書
類

・
常
勤
・
パ
ー
ト
・
内
職
…
在
職　

　

証
明
書
な
ど　

保育所名 所在地 定員（人） 電話番号

公立

伊奈第１保育所 山王新田1253 60 58‐2422

伊奈第２保育所 小張4705 80 58‐1025

伊奈第３保育所 長渡呂新田715 60 58‐1597

伊奈第４保育所 狸穴1072‐45 90 58‐6002

谷和原第１保育所 仁左衛門新田641 80 52‐2100

谷和原第２保育所 上小目600 100 52‐4217

私立

ピジョンランド常総保育園 絹の台6‐20‐4 60 52‐6819

認定こども園みらい平
ふたばランド保育園

紫峰ヶ丘1‐676 100 34‐0028

保育所（園）概要
市内の保育所（園）は、次のとおりです。

保
育
時
間

　

各
保
育
所
（
園
）
と
も
、
希
望
に

よ
り
延
長
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
公
立
】

・
月
〜
土
曜
日
…
午
前
７
時
30
分
〜

午
後
７
時

▼
土
曜
日
開
所
保
育
所

・
伊
奈
第
４
保
育
所

（
伊
奈
第
１
・
２
保
育
所
は
伊
奈
第

４
保
育
所
で
合
同
保
育
）

・
谷
和
原
第
２
保
育
所

（
伊
奈
第
３
・
谷
和
原
第
１
保
育　

所
は
谷
和
原
第
２
保
育
所
で
合
同　

保
育
）

 【
私
立
】

ピ
ジ
ョ
ン
ラ
ン
ド
常
総
保
育
園

 

・
平
日
…
午
前
７
時
15
分
〜
午
後
７

時
15
分

 

・
土
曜
日
…
午
前
７
時
15
分
〜
午
後  

１
時

認
定
こ
ど
も
園
み
ら
い
平
ふ
た
ば
ラ

ン
ド
保
育
園

・
平
日
…
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
30
分

 

・
土
曜
日
…
午
前
７
時
30
分
〜
正
午

認定こども園みらい平ふたばランド保育園について
　認定こども園みらい平ふたばランド保育園の受け付けは市役
所では行っておりません。直接、園へお問い合わせください。

◎問い合わせ先　
　　　認定こども園みらい平ふたばランド保育園
　　　（紫峰ヶ丘１‐676）
　　　☎３４‐００２８

　

  

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
３
）

問

て
い
ま
す
）

●
保
育
所
入
所
申
込
書

・
自
営
業
者
…
自
営
業
申
立
書

・
農
業
者
…
農
業
申
立
書
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ら
れ
、
被
害
に
は
あ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
だ
な

ら
ぬ
詐
欺
の
電
話
に
よ
っ
て
不
安
を
あ
お
ら
れ
る

と
、
人
の
心
は
理
性
を
失
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

　

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
平
常
心
を
取
り
戻
す
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。「
い
っ
た
ん
電
話
を
切
る
」

「
本
人
と
連
絡
を
と
る
」「
誰
か
に
相
談
を
す
る
」

な
ど
、
わ
れ
に
返
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
、
普
段
か
ら
考

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

くらしのＱ＆ＡくらしのＱ＆Ａ

Ｑ

Ａ

振り込め詐欺
最近、振り込め詐欺の被害にあった報道が
多いように思います。どのようなことに気
をつけたらよいでしょうか。（50代・女性）

問　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
谷
和
原
庁
舎
１
階
）　

　

☎
25
‐
３
２
８
８

  

あ
わ
て
な
い
で
冷
静
に

あ
わ
て
な
い
で
冷
静
に

　

振
り
込
め
詐
欺
の
電
話
は
、「
借
金

を
今
日
中
に
返
さ
な
い
と
、
裁
判
に

な
る
」「
株
で
失
敗
を
し
た
。
今
す

ぐ
振
り
込
ま
な
い
と
大
変
な
こ
と
に

な
る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。「
ま
さ
か
息
子
が
？
孫

が
？
」
と
、
こ
ち
ら
が
動
揺
し
て
平
常
心
で
い
ら
れ

な
く
す
る
の
が
手
口
で
す
。

　

実
際
に
、
振
り
込
め
詐
欺
の
電
話
を
受
け
た
女
性

（
元
公
務
員
・
60
代
）
に
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
電
話
を
受
け
て
、
心
の
ど
こ
か
で
お
か
し
い

と
思
い
な
が
ら
も
、「
早
く
何
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と

不
安
な
気
持
ち
が
込
み
あ
げ
て
き
て
、
す
ぐ
金
融
機

関
へ
出
向
い
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
窓
口
で
止
め

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
な
ど
の
働
き

を
利
用
し
て
、
水
を
き
れ
い
に
す
る

装
置
で
す
。
そ
の
た
め
、
浄
化
槽
の

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に
は
、

定
期
的
な
維
持
管
理
（
保
守
点
検
・

清
掃
）
と
定
期
検
査
（
法
定
検
査
）

が
必
要
で
あ
り
、
法
律
に
よ
り
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

適
正
な
維
持
管
理
と
定
期
検
査
を

行
い
、
浄
化
槽
を
正
し
く
使
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

保
守
点
検

■
浄
化
槽
内
の
機
器
、
送
風
機
や
タ

イ
マ
ー
な
ど
の
点
検
調
査
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
消
毒
剤
を
定
期
的
に
補

充
し
、
放
流
先
が
不
衛
生
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
の
も
重
要
な
作
業
で

す
。

■
10
人
槽
以
下
の
家
庭
用
浄
化
槽
の

場
合
、
年
3
〜
4
回
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
県
に
登
録
し
て
い
る
保
守
点
検
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

清
掃

■
浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど

を
抜
き
取
る
の
が
清
掃
で
す
。

■
年
に
1
回
以
上
（
全
ば
っ
気
方
式

は
6
カ
月
に
1
回
以
上
）
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
市
町
村
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査

■
浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
が
き

ち
ん
と
行
わ
れ
、
き
れ
い
な
水
が
放

流
さ
れ
て
い
る
か
を
検
査
し
ま
す
。

■
最
初
の
検
査
は
、
浄
化
槽
を
使
い

始
め
て
か
ら
3
〜
8
カ
月
以
内
に
行

う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
後
は
毎
年
1

　

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り

（
計
量
器
）
は
、
計
量
法
に
よ
り
２

年
に
１
回
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
茨
城
県
計
量
協
会
立
会

い
の
も
と
、
次
の
日
程
に
よ
り
定
期

検
査
を
実
施
し
ま
す
。
後
日
、
受
検

者
に
は
通
知
は
が
き
を
郵
送
し
ま

す
。

　

な
お
、
は
か
り
の
数
が
膨
大
ま
た

は
運
搬
が
著
し
く
困
難
な
場
合
は
、

別
途
料
金
に
な
り
ま
す
が
、
計
量
士

に
よ
る
巡
回
検
査
の
制
度
も
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
産
業
政
策
課
、
茨
城
県

計
量
協
会
、
ま
た
は
茨
城
県
計
量
検

定
所
あ
て
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
日
時
な
ど

◎
10
月
17
日
㈪

▼
検
査
会
場
…
伊
奈
庁
舎
敷
地
内
バ

　

ス
車
庫
（
伊
奈
庁
舎
と
伊
奈
公
民

　

館
の
間
）　

▼
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
…
小
張

（
市
野
深
）・
豊
・
谷
井
田
地
区
／

　

午
後
１
時
〜
３
時
…
三
島
・
東
・

　

板
橋
地
区

◎
10
月
18
日
㈫

▼
検
査
会
場
…
谷
和
原
庁
舎
敷
地
内

　

バ
ス
車
庫

▼
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
…
小
張

（
市
野
深
以
外
）・
小
絹
地
区

　

午
後
１
時
〜
３
時
…
谷
原
・
十
和
・

　

福
岡
地
区

■
持
参
す
る
も
の

①
は
か
り
（
分
銅
、
お
も
り
も
必
ず

持
参
）

②
印
鑑

③
手
数
料
（
１
台
当
り
５
２
０
円
〜

３
０
０
０
円
程
度
）

④
受
検
通
知
は
が
き
（
後
日
郵
送
）

※
新
規
に
購
入
し
た
は
か
り
、
計
量

士
に
よ
る
検
査
を
し
た
は
か
り
は
、

今
回
の
定
期
検
査
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

回
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
検
査

は
有
料
で
す
）。

■
県
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
（
社
）

茨
城
県
水
質
保
全
協
会
に
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。　

☎
０
２
９
‐

２
９
１
‐
４
０
０
４

【
問
合
せ
先
】

茨
城
県
生
活
環
境
部
環
境
対
策
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
９
６
６

は
か
り
の
定
期
検
査
に
つ
い
て

【
問
合
せ
先
】

・
谷
和
原
庁
舎
産
業
政
策
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
４
２
）

・
茨
城
県
指
定
定
期
検
査
機
関
社
団

法
人
茨
城
県
計
量
協
会　

☎
０
２
９

‐
２
２
５
‐
７
９
７
３

・
茨
城
県
計
量
検
定
所　

☎
０
２
９

‐
２
２
１
‐
２
７
６
３
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犬
や
猫
が
健
康
で
寿
命
い
っ
ぱ
い

犬
や
猫
が
健
康
で
寿
命
い
っ
ぱ
い

生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
責
任
と
愛
情

生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
責
任
と
愛
情

を
持
っ
て
最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
覚

を
持
っ
て
最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
覚

悟
が
必
要
で
す
。
途
中
で
嫌
に
な
っ

悟
が
必
要
で
す
。
途
中
で
嫌
に
な
っ

て
捨
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
飼
う
前

て
捨
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
飼
う
前

に
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
。

に
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
。

【
犬　

編
】

【
犬　

編
】

１　１　

犬
に
は
け
い
留
の
義
務
が
あ
り
ま

犬
に
は
け
い
留
の
義
務
が
あ
り
ま

す
の
で
放
し
飼
い
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

す
の
で
放
し
飼
い
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

●
散
歩
の
時
も
引
き
綱
・
鎖
は
必
ず

●
散
歩
の
時
も
引
き
綱
・
鎖
は
必
ず

付
け
ま
し
ょ
う
。

付
け
ま
し
ょ
う
。

※
け
い
留
…
逃
げ
る
お
そ
れ
が
な

※
け
い
留
…
逃
げ
る
お
そ
れ
が
な

く
、
か
つ
、
人
に
危
害
を
加
え
る
こ

く
、
か
つ
、
人
に
危
害
を
加
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
さ
く
、
お
り
、

と
の
な
い
よ
う
に
、
さ
く
、
お
り
、

そ
の
他
囲
い
の
中
で
飼
育
し
、
ま
た

そ
の
他
囲
い
の
中
で
飼
育
し
、
ま
た

は
鎖
で
つ
な
い
で
お
く
こ
と
。

は
鎖
で
つ
な
い
で
お
く
こ
と
。

２　

む
だ
吠
え
し
な
い
よ
う
に
し
ま

２　

む
だ
吠
え
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

●
犬
小
屋
の
周
囲
は
常
に
清
潔
に
し

●
犬
小
屋
の
周
囲
は
常
に
清
潔
に
し

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

●
け
い
留
さ
れ
て
い
る
犬
の
行
動
範

●
け
い
留
さ
れ
て
い
る
犬
の
行
動
範

囲
が
道
路
ま
た
は
通
路
に
接
し
な
い

囲
が
道
路
ま
た
は
通
路
に
接
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●●
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
、信
頼
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

を
と
り
、信
頼
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

３　

ふ
ん
は
、
飼
主
が
責
任
を
持
っ

３　

ふ
ん
は
、
飼
主
が
責
任
を
持
っ

て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。  

４　

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

４　

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
登
録
は
犬
の
生
涯
に
１
回
、
注
射

●
登
録
は
犬
の
生
涯
に
１
回
、
注
射

は
１
年
に
１
回
で
す
。

は
１
年
に
１
回
で
す
。

・
こ
ん
な
場
合
に
届
け
出
が
必
要
と

・
こ
ん
な
場
合
に
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

な
り
ま
す
。

■
犬
を
飼
っ
た
と
き

■
犬
を
飼
っ
た
と
き

■
犬
が
死
亡
し
た
と
き

■
犬
が
死
亡
し
た
と
き  　　

■
犬
の
所
在
地
が
変
わ
っ
た
と
き　

■
犬
の
所
在
地
が
変
わ
っ
た
と
き　

■
飼
主
が
変
わ
っ
た
と
き　

■
飼
主
が
変
わ
っ
た
と
き　

■
飼
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

■
飼
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

・
登
録
方
法
に
つ
い
て
…
市
が
実
施

・
登
録
方
法
に
つ
い
て
…
市
が
実
施

す
る
集
団
予
防
注
射
の
時
や
市
内
の

す
る
集
団
予
防
注
射
の
時
や
市
内
の

動
物
病
院
で
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

動
物
病
院
で
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
る
と
同
時
に
登
録
を
す
る
こ
と

受
け
る
と
同
時
に
登
録
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

が
で
き
ま
す
。

※
市
外
の
動
物
病
院
で
受
け
る
際

※
市
外
の
動
物
病
院
で
受
け
る
際

は
、
動
物
病
院
が
発
行
す
る
狂
犬
病

は
、
動
物
病
院
が
発
行
す
る
狂
犬
病

予
防
接
種
証
明
書
を
持
っ
て
生
活
環

予
防
接
種
証
明
書
を
持
っ
て
生
活
環

境
課
へ
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

境
課
へ
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
手
数
料
…
犬
の
登
録

・
登
録
手
数
料
…
犬
の
登
録

22
０
０
０
円
／
注
射
済
票
発
行

０
０
０
円
／
注
射
済
票
発
行

４
０
０
円

４
０
０
円

【
猫　

編
】

【
猫　

編
】

１　

猫
に
よ
る
迷
惑
を
無
く
し
ま

１　

猫
に
よ
る
迷
惑
を
無
く
し
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

●●
猫
に
は
、
け
い
留
の
義
務
や
登
録

猫
に
は
、
け
い
留
の
義
務
や
登
録

制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に

制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に

好
き
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
し
ま
い
、

好
き
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
し
ま
い
、

飼
主
の
知
ら
な
い
所
で
、
他
人
に
迷

飼
主
の
知
ら
な
い
所
で
、
他
人
に
迷

惑
を
か
け
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

惑
を
か
け
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ほ
っ
た
ら
か
し
に
せ
ず
、責
任
を
も
っ

ほ
っ
た
ら
か
し
に
せ
ず
、責
任
を
も
っ

て
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

て
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。  

・
ゴ
ミ
あ
さ
り
を
防
ぐ
た
め
に
エ
サ

・
ゴ
ミ
あ
さ
り
を
防
ぐ
た
め
に
エ
サ

は
十
分
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

は
十
分
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

・
近
所
や
公
共
の
場
を
汚
さ
な
い
よ

・
近
所
や
公
共
の
場
を
汚
さ
な
い
よ

う
に
自
宅
以
外
で
の
排
泄
を
し
な
い

う
に
自
宅
以
外
で
の
排
泄
を
し
な
い

よ
う
な
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

よ
う
な
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

・・
飼
い
猫
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ

飼
い
猫
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ

う
に
首
輪
や
リ
ボ
ン
を
し
ま
し
ょ
う
。

う
に
首
輪
や
リ
ボ
ン
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
共
通　

編
】

【
共
通　

編
】

１　

犬
・
猫
を
す
て
な
い
で
！
！

１　

犬
・
猫
を
す
て
な
い
で
！
！

●
子
犬
・
子
猫
は
、
必
ず
飼
い
主
が

1010
月
は
月
は

「
飼
い
主
マ
ナ
ー
向
上
推
進
月
間
」

「
飼
い
主
マ
ナ
ー
向
上
推
進
月
間
」

　

私
た
ち
に
最
も
身
近
な
ペ
ッ
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
犬
や
猫
。

最
近
、
犬
や
猫
に
よ
り
、
ご
近
所
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
大
変
増
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
飼
い
方
を
一
歩
誤
れ
ば
不
用
意
な
い
ざ
こ
ざ
が
生
じ
た

り
、
ペ
ッ
ト
を
不
幸
な
立
場
に
陥
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
…
。
あ
ら
た
め

て
正
し
い
飼
い
方
を
し
て
い
る
か
注
意
し
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

   

飼
い
主
が
守
る

　

   

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

見
つ
か
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●
飼
い
主
の
責
任
で
、
不
妊
・
去
勢

手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

２　

犬
・
猫
に
エ
サ
だ
け
与
え
て
い

る
人
へ
！
！

●
飼
う
な
ら
責
任
を
持
っ
て
、
他
の

人
へ
の
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
正

し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

●
無
責
任
な
飼
い
方
は
み
だ
り
に
繁

殖
さ
せ
、
近
隣
の
皆
さ
ん
に
大
変
迷

惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、

犬
・
猫
を
不
幸
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

  

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
７
）

問

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
ご
家
庭
で
生

ご
み
処
理
機
を
購
入
さ
れ
た
場
合
、

市
か
ら
購
入
費
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
最
近
購
入
さ
れ

た
方
、
こ
れ
か
ら
購
入
予
定
の
方
は

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

市
内
在
住
（
※
購
入
時
に
も
当
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
）
で
、
生
ご

み
処
理
機
を
購
入
し
た
方
で
、
世
帯

も
含
め
て
市
税
な
ど
の
滞
納
の
な
い

方
。
一
家
庭
に
1
機
、
コ
ン
ポ
ス
ト

な
ら
２
基
ま
で
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
額

　

購
入
金
額
の
2
分
の
１
（
た
だ
し
、

上
限
２
万
円
。
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
の

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
！

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
！

　

  

〜
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
の
一
部
補
助
に
つ
い
て
〜

場
合
は
上
限
２
０
０
０
円
）

※
１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
捨
て

と
し
ま
す
。

■
期
限

　

購
入
日
後
、
す
み
や
か
に
申
請
く

だ
さ
い
。

■
申
請
先

　

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

領
収
書
（
日
付
・
商
品
名
入
り
）・

設
置
し
た
状
態
の
写
真
・
印
鑑
・
補

助
金
を
受
け
取
る
際
の
銀
行
口
座
番

号
の
わ
か
る
も
の
。

　

申
請
書
様
式
一
式
は
生
活
環
境
課

に
あ
り
ま
す
。

　

  

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
８
）

問



11 －平成23年９月15日発行－

　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」によ
り、ダイオキシン類などによる人の健康や生活
への支障を防ぐため、小規模の廃棄物焼却炉や
野外での焼却行為が、原則禁止されています。
　違反者には、「５年以下の懲役もしくは1,000

政　令 主な具体例

国または地方公共団体がその施設の管理を行うために
必要な廃棄物の焼却

河川敷の草焼き、道路側の草焼き

震災、風水害、火災そのほか災害の予防
応急対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却

災害などの応急対策、火災予防訓練

風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要な廃
棄物の焼却

正月の「しめ縄、門松など」を焚く行事、
卒
そ と ば

塔婆の供養焼却

農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないもの
として行われる廃棄物の焼却

焼き畑、畔（水のほとり）の草および
下枝の焼却

たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物
の焼却であって軽微なもの

落ち葉たき、たき火、キャンプファイ
ヤー

万円以下の罰金または、この併科（両方を合万円以下の罰金または、この併科（両方を合
わせて科すこと）」に処せられます。わせて科すこと）」に処せられます。
　ただし、以下のような場合は、政令で例外　ただし、以下のような場合は、政令で例外
とされています。とされています。

野焼きは法律で野焼きは法律で
　禁止されています！！　禁止されています！！

（野外焼却）（野外焼却）

　問　　谷和原庁舎生活環境課　
　　☎ 58-2111（内線8136）

※
右
記
の
焼
却
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
混
ざ
ら

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
野
焼
き
禁
止
の
例

外
規
定
と
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て
も
、生
活
環
境
上
支
障
を
与
え
、

苦
情
な
ど
の
あ
る
場
合
は
、
改
善
命
令
や
各
種
の
行
政
指
導
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
焼
却
に
伴
い
、

悪
臭
が
生
じ
る
場
合
は
「
悪
臭
防
止
法
」
で
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
、

法
令
違
反
の
な
い
よ
う
、
併
せ
て
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
に
よ
る
危

害
を
防
止
し
、
生
活
の
安
全
を
図
る

た
め
、
ス
ズ
メ
バ
チ
を
駆
除
さ
れ
た

方
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　

猛
暑
の
年
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が

非
常
に
増
え
ま
す
。
特
に
9
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
は
集
団
の
個
体
数
が

最
大
に
な
り
、
刺
傷
被
害
が
多
発
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
素
人
が
駆
除

す
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
補
助
を

希
望
す
る
方
は
、
駆
除
終
了
後
１
カ

月
以
内
に
谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

市
内
に
土
地
・
一
般
住
宅
を
所
有

（
賃
借
）
す
る
個
人
の
方
で
（
事
業

ス
ズ
メ
バ
チ
に
ご
用
心
！

ス
ズ
メ
バ
チ
に
ご
用
心
！

　
　
　
　
　

〜
駆
除
費
の
一
部
補
助
に
つ
い
て
〜

者
は
除
く
）、
ハ
チ
駆
除
専
門
業
者

に
依
頼
し
、
営
巣
し
て
い
る
ス
ズ
メ

バ
チ
を
駆
除
し
た
方
。
世
帯
も
含
め

て
市
税
な
ど
の
滞
納
の
な
い
方
。

■
補
助
額

　

駆
除
に
要
し
た
費
用
額
の
2
分
の

１
（
た
だ
し
、
上
限
１
万
円
）

※
１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
捨
て

と
し
ま
す
。

■
期
限

　

駆
除
を
実
施
し
た
日
か
ら
１
カ
月

以
内

■
申
請
先

　

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

業
者
か
ら
の
領
収
書
（
日
付
入

り
）・
印
鑑
・
ハ
チ
の
巣
駆
除
前
、

駆
除
後
の
写
真
・
補
助
金
を
受
け
取

る
際
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
。

※
市
役
所
や
消
防
署
で
は
ハ
チ
の
駆

除
は
直
接
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
業

者
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
・
ミ
ツ
バ
チ
な
ど

は
補
助
対
象
外
で
す

　

  

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
８
）

問



12－広報つくばみらい９月号（No.66）－

筑
波
中
継
局
の
エ
リ
ア
が
拡
大

〜
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

　

２
０
１
１
年
９
月
よ
り
、
筑
波
中

継
局
（
宝
鏡
山
（
小
田
山
））
の
放

送
エ
リ
ア
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
の
茨

城
県
域
向
け
の
放
送
が
図
の
よ
う
な

範
囲
で
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
エ
リ
ア
内
で
あ
っ
て
も
地
形

や
建
物
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
電
波

が
遮
ら
れ
る
な
ど
、
視
聴
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
）。

　

受
信
す
る
た
め
に
は
、
特
定
地
域

向
け
の
混
合
器
と
筑
波
中
継
局
向
け

の
ア
ン
テ
ナ
（
垂
直
偏
波
）
を
追
加

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
近
く
の
電
器
店
か
、
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
の
受
信
に
関
す
る

技
術
相
談

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０
‐
00
‐

３
４
３
４

受
付
時
間
…
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

（
12
月
30
日
午
後
５
時
〜
平
成
24
年
１

月
３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
の
お
客
様
で
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
が
ご
利
用
に
な
れ
な
い
場

合
は
、
次
の
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
０
５
０
‐
３
７
８
６
‐

５
０
０
５

9
月
は

　

認
知
症
を
知
る
月
間
で
す

　

９
月
は
認
知
症
を
知
る
月
間
で

す
。
認
知
症
は
、
老
化
に
よ
る
単
な

る
も
の
忘
れ
と
の
区
別
が
つ
き
に
く

い
病
気
で
す
。
本
人
や
家
族
が
「
年

の
せ
い
で
し
ょ
」
と
思
う
よ
う
な
日

常
の
些
細
な
変
化
が
、
認
知
症
の
サ

イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
と
「
物
忘
れ
」
の
違
い
は

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

①
「
た
ま
に
」
同
じ
こ
と
を
言
う
と

い
う
よ
り
、「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
」
同
じ

こ
と
を
言
っ
た
り
聞
い
た
り
す
る
。 

②
「
と
き
ど
き
」
探
し
物
を
す
る
と

い
う
よ
り
、「
い
つ
も
」
探
し
物
を
し

て
い
る
。 

③
人
の
名
前
が
す
ぐ
出
て
こ
な
い
の

で
は
な
く
、
ヒ
ン
ト
を
言
っ
て
も
思

い
出
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

④
「
食
べ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
思
い
出
せ
な

い
」
の
で
は
な
く
、「
食
べ
た
こ
と
自
体

を
覚
え
て
い
な
い
」
こ
と
が
あ
る
。 

　

認
知
症
は
記
憶
の
一
部
が
抜
け
て

し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
、「
物
忘
れ
」

と
は
違
い
一
連
の
流
れ
を
全
体
的
に

忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
症
状

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
認
知
症
の
約
半
数
を
占
め

る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に

は
、
症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
薬
が

あ
り
、
早
め
に
服
用
す
る
ほ
ど
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

「
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
ま

さ
か
」
と
い
う
く
ら
い
の
う
ち
に
、

一
度
、
相
談
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
ま
ず
は
普
段
か
か
っ
て
い

る
近
所
の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
徘
徊
高
齢
者
を
温
か
く
見

守
る
「
地
域
見
守
り
隊
」
が
あ
り
ま
す
。

地
域
見
守
り
隊

　

登
録
者
に
対
し
て
、
徘
徊
高
齢
者

の
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
送
り
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
登
録
の
方
法
は
広
報

５
月
号
（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

　

  

伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
２
）

問

筑波中継局（NHK総合のみ）の放送エリアの目安

　

市
で
は
認
知
症
の
方
な
ど
を
介
護

さ
れ
て
い
る
方
の
介
護
者
家
族
会

「
か
る
が
も
」
が
あ
り
ま
す
。
自
分

だ
け
で
は
抱
え
き
れ
な
い
思
い
を
、

現
役
で
介
護
し
て
い
る
方
同
士
で
話

を
し
た
り
、
介
護
Ｏ
Ｂ
の
ス
タ
ッ
フ

に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
楽
し
い
企
画
が
毎
月
実
施
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
事
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
介
護
福
祉
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

茨
城
県
支
部
に
お
い
て
、
つ
く
ば
市

で
認
知
症
の
「
つ
ど
い
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
日
時
…
毎
月
第
１
金
曜
日　

午
後

　

１
時
〜
３
時

▼
場
所
…
つ
く
ば
市
大
穂
庁
舎
（
つ

　

く
ば
市
筑
穂
１
‐
10
‐
４
）

▼
対
象
…
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

介
護
者
家
族
会
「
か
る
が
も
」

　

い
る
方
（
在
宅
・
施
設
・
遠
距
離
介

　

護
な
ど
、
介
護
の
在
り
方
は
問
い
ま

　

せ
ん
）

「
家
族
の
会
」
電
話
相
談

第
１
、３
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
３

時
に
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☎
…
０
２
９
‐
８
７
９
‐
０
８
０
８
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住
宅
改
修
に
伴
う

　

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
に
つ
い
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　
　
　
　

に
伴
う
減
額
措
置

　

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
25

年
3
月
31
日
ま
で
に
既
存
の
住
宅
に

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行
っ

た
場
合
、
申
告
に
基
づ
き
固
定
資
産

税
の
3
分
の
1
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆
適
用
対
象

・
平
成
19
年
1
月
1
日
に
現
存
す
る

住
宅
で
あ
る
こ
と
。 

・
65
歳
以
上
の
方
、
介
護
保
険
法
の   

要
介
護
も
し
く
は
要
支
援
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
ま
た
は
障
が
い
の
あ

る
方
が
居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
。 

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
（
廊
下

ま
た
は
出
入
口
の
拡
幅
、
階
段
の
こ

う
配
の
緩
和
、
浴
室
の
改
良
、
ト
イ

レ
の
改
良
、
手
す
り
の
設
置
、
屋
内

の
段
差
の
解
消
、
引
き
戸
へ
の
取
替

え
、
床
表
面
の
滑
り
止
め
化
）
が

30
万
円
以
上
（
補
助
金
な
ど
を
除
く

自
己
負
担
）
で
あ
る
こ
と
。 

◆
減
額
さ
れ
る
範
囲

◆
減
額
さ
れ
る
範
囲

　

住
宅
の
床
面
積
が
１
０
０
㎡
ま
で

の
も
の
は
そ
の
全
部
が
減
額
対
象

に
、
１
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の
は

１
０
０
㎡
分
に
相
当
す
る
部
分
の
み

減
額
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
減
額
さ
れ
る
期
間

　

改
修
工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年

度
分

◆
申
告
の
方
法

　

減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

申
告
書
・
領
収
書
・
工
事
費
明
細
書

改
修
箇
所
の
図
面
・
写
真
（
改
修
前

改
修
後
）
な
ど
の
関
係
書
類
を
添
付

し
改
修
後
3
カ
月
以
内
に
税
務
課
へ

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

耐
震
改
修
工
事

　
　
　
　

に
伴
う
減
額
措
置

　

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
既
存

の
住
宅
に
一
定
の
耐
震
改
修
を
行
っ

た
場
合
、
申
告
に
基
づ
き
固
定
資
産

税
が
2
分
の
1
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆
適
用
対
象

・
昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
。 

・
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
し
た
改
修
工
事
で
あ

る
こ
と
。 

・
改
修
工
事
費
が
30
万
円
以
上
で
あ

る
こ
と
。 

◆
減
額
さ
れ
る
範
囲

　

住
宅
の
床
面
積
が
１
２
０
㎡
ま
で

の
も
の
は
そ
の
全
部
が
減
額
対
象

に
、
１
２
０
㎡
を
超
え
る
も
の
は

１
２
０
㎡
分
に
相
当
す
る
部
分
の
み

減
額
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
減
額
さ
れ
る
期
間

工
事
完
了
時
期

減
額
期
間

平
成
22
年
〜

　
　

平
成
24
年
翌
年
度
か
ら

　
　

2
年
度
分

平
成
25
年
〜

　
　

平
成
27
年
翌
年
度

　
　

1
年
度
分

◆
申
告
の
方
法 

　

減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

次
に
掲
げ
る
書
類
を
改
修
後
3
カ
月

以
内
に
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
係
る
固
定

資
産
税
減
額
規
定
の
適
用
申
告
書 

・
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書
（
※
） 

・
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
を
証
す

る
書
類 

省
エ
ネ
改
修

　
　
　
　

に
伴
う
減
額
措
置

　

平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
居
住
用
の
家
屋
（
賃
貸
住
宅

を
除
く
）
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
4

月
1
日
か
ら
平
成
25
年
3
月
31
日
ま

で
に
、
一
定
の
熱
損
失
防
止
（
省
エ

ネ
）
改
修
工
事
（
自
己
負
担
額
が
一

戸
当
た
り
工
事
費
30
万
円
以
上
の
も

の
）
が
行
わ
れ
た
場
合
、
改
修
工

事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度
分
に

限
り
、
申
告
に
よ
り
一
戸
当
た
り

１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
と
し
て
固

定
資
産
税
の
3
分
の
1
を
減
額
し
ま

す
。

◆
適
用
対
象

・
平
成
20
年
1
月
1
日
に
現
存
す
る

住
宅
で
あ
る
こ
と 

・
次
の
（
イ
）
の
工
事
、ま
た
は
（
イ
）

と
併
せ
て
行
う
（
ロ
）
〜
（
ニ
）
の

工
事
で
あ
る
こ
と
。

　
（
イ
）
窓
の
断
熱
改
修

　
（
ロ
）
床
の
断
熱
改
修

　
（
ハ
）
天
井
の
断
熱
改
修

　
（
ニ
）
壁
の
断
熱
改
修

※
（
イ
）
の
工
事
は
必
須
で
す
。

※
省
エ
ネ
改
修
工
事
と
は
、
総
務
大

臣
と
国
土
交
通
大
臣
が
協
議
し
て
定

め
た
工
事
内
容
で
、
い
ず
れ
の
改
修

部
位
も
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

◆
減
額
さ
れ
る
範
囲

　

住
宅
の
床
面
積
が
１
２
０
㎡
ま
で

の
も
の
は
そ
の
全
部
が
減
額
対
象

に
、
１
２
０
㎡
を
超
え
る
も
の
は

１
２
０
㎡
分
に
相
当
す
る
部
分
の
み

減
額
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
減
額
さ
れ
る
期
間

　

改
修
工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年

度
分

◆
申
告
の
方
法

　

減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

次
に
掲
げ
る
書
類
を
改
修
後
3
カ
月

以
内
に
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
熱
損
失
防
止
改
修
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
減
額
申
請
書 

・
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
の
証
明
書
（
※
） 

・
省
エ
ネ
改
修
に
要
し
た
費
用
を
証

す
る
書
類 

※
証
明
書
は
、
市
で
は
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
登
録
さ
れ
た
建

築
事
務
所
に
属
す
る
建
築
士
・
指
定

確
認
検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住
宅
性

能
評
価
機
関
に
よ
る
証
明
が
必
要
で

す
の
で
、
改
修
工
事
を
行
っ
た
工
務

店
、
建
築
事
務
所
な
ど
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

  

伊
奈
庁
舎
税
務
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
１
３
６
）

問

・

※
証
明
書
は
、
建
築
士
、
指
定
確
認

検
査
機
関
お
よ
び
指
定
住
宅
性
能
評

価
機
関
発
行
の
も
の
が
必
要
で
す
。
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自
分
の
趣
味
を
見
つ
け
た
い
、
芸
術
や
文
化
に
触
れ
て

み
た
い
、一
緒
に
学
習
で
き
る
仲
間
が
欲
し
い
。
市
で
は
、

学
ぶ
気
持
ち
を
持
つ
方
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
情
報
や
学
習
・
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能
が
充
実
。
頭

も
身
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

後
期
も
多
種
多
様
な
講
座
を
ご
用
意
し
ま
し
た
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

９
月
15
日
㈭
〜
10
月
４
日
㈫

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

受
付
期
間

◎
谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課

（
〒
３
０
０
‐
２
４
９
２　

加
藤

２
３
７
）　

月
〜
金
曜
日
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
８
２
１
６
）

◎
伊
奈
公
民
館
（
〒
３
０
０
‐

２
３
９
５　

福
田
１
９
５
）　

火
〜

日
曜
日　

☎
58
‐
５
０
８
１

◎
谷
和
原
公
民
館
（
〒
３
０
０
‐

２
４
２
２　

古
川
１
０
２
５
） 

火
〜

日
曜
日　

☎
52
‐
２
１
４
１

受
付
場
所

受
講
対
象

原
則
、
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方

申
し
込
み
方
法

①
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

②
申
し
込
み
の
不
備
に
よ
り
、
受
講

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
受
講
者

を
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。（
抽
選
は
、

10
月
６
日
㈭
午
前
10
時
に
谷
和
原
庁

舎
２
階
会
議
室
で
行
い
ま
す
）

④
抽
選
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
申

し
込
み
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
は
が

き
で
通
知
し
ま
す
。

⑤
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
講
座

を
開
設
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑥
諸
事
情
に
よ
り
講
座
内
容
・
開
催

日
時
・
場
所
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

⑦
開
催
場
所
へ
は
各
自
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

講座受付場所の所在地
（所在地は上記のとおり）
つくばみらい市○○○○
　　△△△公民館
　　　または、　　行
　　生涯学習課

《往信：表》 《返信：裏》

何も記入しないでください。

（往信）

－

申し込む方の
郵便番号
住所
氏名

《返信：表》 《往信：裏》

希望する講座名
（はがき１枚につき１人
　１講座）
氏名（ふりがな）
性別・年齢
郵便番号・住所
電話番号

（返信）

－

平成23年度平成23年度
後期後期

生
涯
学
習
・

生
涯
学
習
・

　

公
民
館
講
座
募
集

　

公
民
館
講
座
募
集

①
郵
送
に
よ
る
申
し
込

み
…
下
記
の
例
に
よ
り

記
入
し
て
、
郵
便
往
復

は
が
き
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
は
が
き
１

枚
に
つ
き
１
人
１
講

座
）

※
10
月
４
日
㈫
必
着

②
窓
口
で
の
申
し
込
み
…
申
込
者
の

宛
名
を
記
入
し
た
郵
便
は
が
き
を
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
便
は
が
き
代

50
円
を
添
え
て
受
付
場
所
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
受
付
場

所
に
あ
り
ま
す
。（
は
が
き
１
枚
に
つ

き
１
人
１
講
座
）

往復はがきの記入例

生涯学習課講座

講 座 名 わくわくチャレンジ講座（後期） 対　　象 小学１年生～中学３年生

開催日時 10月15日・22日、11月26日、12月３日・10日・17日、平成24年１月21日
（各土曜日）【全8回】　　　午前９時30分～ 11時30分　他

開催場所 谷和原公民館　他

受 講 料 教材費など

内　　容

異年齢の集団で体験活動を行い、自主性・協調性・忍耐力を高め、互いに助け合う心・思いやる心を育てること
を主な目的としてます。　
①トールペイントに挑戦②おもしろ理科先生の実験（低学年の部）③おもしろ理科先生の実験（高学年の部）
④勾
まがたま

玉を作ろう⑤フラダンスに挑戦⑥航空科学博物館見学⑦凧
たこ

を作ろう⑧和紙で折り紙を作ろう
※市内小中学校には、募集案内をすでに配布しています。
　なお、市外の学校に通学している方は、生涯学習課までお問い合わせください。

ご注意ください

。
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生涯学習課講座

講 座 名 あなたの子育て応援し隊
　-みずから輝くために　保育ボランティア養成講座-

対　　象
18歳以上の方

※受講後、市の保育ボラン
ティアとして活動できる方

開催日時
11月8日・15日・22日・29日、12月6日・13日（各火曜日）【全6回】
午前9時30分～ 11時30分（12月13日は午前9時50分～午後０時30分）

開催場所 谷井田コミュニティセンター
受 講 料 300円

内　　容

「保育ボランティア」をご存知ですか。「保育ボランティア」とは、小さな子どもを抱えるお父さんやお母さんが、
安心して研修会や学習の機会に参加できるよう、子どもを預かり、ふれあいの場を提供する人たちのことです。
この講座では「保育ボランティア」としての基本的な心構えや子どもたちとの接し方・応急手当などを楽しく
学び、実践活動に活かしていくことを目的としています。
あなたも「保育ボランティア」になって、子どもたちの笑顔にふれてみませんか。

講 座 名 子育てほっとスマイル 定　　員 親(保育者)子15組

開催日時
11月11日・25日、12月2日・9日・16日（各金曜日）【全5回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 小絹コミュニティセンター
受 講 料 2,000円

内　　容
子どもと過ごす時間をもっと楽しく豊かにしてみませんか。④⑤のみ親子一緒、それ以外は分かれての活動と
なります。11月11日現在満２歳から未就園の子とその保育者が対象です。
①子育て座談会 ②トールペイント ③ストレッチ体操 ④親子で遊ぼう ⑤親子でリトミック

講 座 名 読み聞かせボランティア養成講座 定　　員 20人

開催日時
12月22日、平成24年1月19日・26日、2月2日・9日（各木曜日）【全5回】
午前10時～正午

開催場所 図書館視聴覚室
受 講 料 無料

内　　容
読み聞かせボランティアをしてみませんか。心構えから本の選び方・読み聞かせの仕方まで、活動する上で必
要なことを学びます。興味のある方、すでに活動されている方もぜひご参加ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：田

たじま

島　多
た え こ

恵子

講 座 名 ハロー！ベイビー 定　　員 親(保育者)子15組

開催日時
平成24年1月13日・20日・27日、2月3日・10日（各金曜日）【全5回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 板橋コミュニティセンター
受 講 料 200円

内　　容
育児ってこんなに楽しい！！自分も子どもも癒されながら、一緒に楽しい時間を過ごしましょう。1月13日現在
満6カ月から2歳未満の子とその保育者が対象です。
①子育て座談会 ②骨盤調整ヨガ ③ベビーマッサージ ④親子で遊ぼう ⑤親子でリトミック

伊奈公民館講座

講 座 名 ちりめん（古布）で作るお正月飾りとおひなさま 定　　員 15人

開催日時
10月25日、11月8日・22日、12月13日、平成24年1月10日・24日、2月14日・
28日（各火曜日）【全８回】午前9時30分～ 11時30分

開催場所 伊奈公民館
受 講 料 5,000円(材料費含む)

内　　容
美しく、温かな風合いを持つちりめん（古布）。そのちりめんを使ってお正月飾りとおひなさまを作ってみませ
んか。愛情たっぷりの手作りの飾りに挑戦しましょう。
※伊奈公民館に見本を展示しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：海

う の は ら

野原　美
み よ こ

代子

講 座 名 童謡を歌おう！ 定　　員 15人

開催日時
10月27日、11月10日・17日、12月8日・15日（各木曜日）【全５回】
午前10時～正午

開催場所 伊奈公民館
受 講 料 無料

内　　容
誰もが子どもの頃、口ずさんだ童謡や唱歌を楽しく歌ってみませんか。仲間と共に声を出して歌うことは、と
ても心地よいものです。基本的な発声を学びながら、二部合唱に挑戦してみましょう。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：小

おざわ

澤　直
なお こ

子
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伊奈公民館講座

講 座 名 ラテンダンスで楽しくストレッチ! 定　　員 20人

開催日時
11月4日・11日・18日・25日、12月2日・9日（各金曜日）【全６回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 伊奈公民館
受 講 料 500円

内　　容
ラテンの陽気なリズムに合わせ、楽しく踊ってみませんか。ストレッチで身体をほぐし、踊ることで、身も心
も軽くなるはず。日頃のストレスを解消したいと思っている方、運動不足が気になっている方、ぜひラテンダ
ンスを体験してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    講師：小

こばやし

林　恵
めぐみ

講 座 名 ワンランク上のおもてなし料理！ 定　　員 20人

開催日時 12月7日（水曜日）　午前10時～午後1時30分
開催場所 谷井田コミュニティセンター
受 講 料 1,500円(材料費含む)

内　　容

クリスマスやお正月とイベントが続くこの時期。お友達や親戚が集まる機会も多いはず。そんなとき、いつも
よりワンランク上の素敵なおもてなし料理でお客様を迎えてみませんか。自慢のレパートリーに加えてみてく
ださい。サーモンのコンソメゼリー寄せ、あらびきミートボール（トマトクリーム）、押し麦のリゾット、チョ
ココーヒームース（マシュマロ使用）を作ります。　　　    　　　　　　　　　　　　 　   講師：風

かざみ

見　雅
まさえ

江

講 座 名 いつもと違うおせちに挑戦！ 定　　員 20人

開催日時 12月14日（水曜日）　午前10時～午後1時30分
開催場所 谷井田コミュニティセンター
受 講 料 1,000円(材料費含む)

内　　容
定番のおせちもいいけど、いつもとちょっと違うおせちはいかがですか。今回は中華風おせちに挑戦します。
手羽のピリ辛グリル、キムチポテトサラダ、切干と大豆のトマト煮を作ります。　　 　       講師：風

かざみ

見　雅
まさえ

江

講 座 名 フ ッ゙シュ・ド・ノエルを作ろう! 定　　員 10人

開催日時 12月22日（木曜日）　午前10時～午後1時30分
開催場所 谷井田コミュニティセンター
受 講 料 1,200円(材料費含む)

内　　容
今年は手作りのケーキでクリスマスを迎えてみませんか。ブッシュ・ド・ノエル（ロールケーキ）作りに挑戦
します。オリジナルの飾りつけで自分だけのかわいいケーキを作ってみましょう。ひとり１台お持ち帰りとな
ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　       講師：風

かざみ

見　雅
まさえ

江

講 座 名 しめ飾り作り 定　　員 20人

開催日時 12月24日（土曜日）　午前9時30分～ 11時30分
開催場所 伊奈公民館
受 講 料 1,500円(材料費含む)

内　　容
日本のお正月には欠かせないしめ飾り。次の年への願いを込めて、手作りしてみませんか。縄のない方からは
じめ、飾り物のつけ方まで丁寧にお教えします。すてきなしめ飾りでよい年を迎えましょう。   講師：渡

わたなべ

辺　好
このむ

講 座 名 かわいい恵方巻きを作ろう！ 定　　員 20人

開催日時 平成24年2月3日（金曜日）　午後1時30分～ 4時
開催場所 伊奈公民館
受 講 料 1,600円(材料費含む)

内　　容
この日は節分！可愛い絵柄の太巻きで厄払いをし、福を招き入れましょう。巻き方を丁寧にお教えしますので、
初心者の方でも安心してご参加いただけます。七種類の具材の入った「七福神巻き」と「赤鬼・青鬼」の絵柄
の太巻き寿司に挑戦します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    講師：川

かわの

野　泰
やす こ

子

講 座 名 移動学習　日本の秋を求めて　－横浜・三溪園－ 定　　員 30人

開催日時 12月1日（木曜日）　午前8時～午後5時30分（予定）
集合場所 伊奈公民館
受 講 料 5,000円(昼食代含む)

内　　容

前回好評だったため、再度企画しました。国内でも有数の広さと美しさを誇る日本庭園「三溪園」は、生糸貿
易により財を成した実業家　原

はら

三
さんけい

溪によって造営されました。園内には、京都や鎌倉から移築された歴史的に
価値の高い建造物が巧みに配置されています。四季折々の花々が咲き乱れ、紅葉に染まる「三溪園」を訪れて
みませんか。その他、横浜みなと博物館・帆船日本丸などを見学します。※定員を超えた場合、初めての方を
優先します。
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谷和原公民館講座

講 座 名 トマトパーティーしよう！ 定　　員 16人

開催日時 10月26日（水曜日）　午前10時～午後1時
開催場所 谷和原公民館
受 講 料 1,200円

内　　容
つくばみらい市の特産物である「トマト」。人が集まる機会の多いこれからの時期「トマト」をメインにし
「ちょっとおしゃれな　お家パーティー」をどうぞ。　
（前期の「トマトでトマト」を受講された方のお申し込みはご遠慮ください）　　　　　　講師：大

おおこ

湖　恵
え み こ

美子

講 座 名 マナー美人になろう 定　　員 16人

開催日時 11月8日・22日、12月6日（各火曜日）【全3回】　午前10時～ 11時30分
開催場所 谷和原公民館
受 講 料 1,000円

内　　容
近頃ＴＶや書店で「マナーブック」が人気を呼んでいます。「なぜ？」って・・・「今さら　恥ずかしくて人には
聞けない」との声が多いからだそうです。そこで、冠婚葬祭・季節のあいさつ・おもてなしの仕方などなど、
基本のマナーを再確認してみませんか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：笠

かさはら

原　裕
ゆう み

実

講 座 名 知ってみよう！韓国 定　　員 20人

開催日時 11月9日・16日・30日（各水曜日）【全3回】　午前9時30分～ 11時
開催場所 谷和原公民館
受 講 料 2,000円

内　　容
今、空前の韓流ブーム。今や韓国旅行は「ちょっと　おでかけ」感覚なんだそうです。
「ちょっと　おでかけ」に必要な、あいさつなどの簡単な「韓国語」と文化を学んでみませんか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：高

たかやま

山　貴
き い

依

講 座 名 体験！　パワー　ヨガ 定　　員 15人

開催日時 11月15日・29日、12月13日（各火曜日）【全3回】　午後１時～ 2時30分
開催場所 谷和原公民館
受 講 料 500円

内　　容

女性に大人気の「パワー ヨガ」　「ハリウットヨガ」と呼ばれ、普段動かすチャンスの無い身体の内部の筋肉を
呼吸と共に動かすことで、効果的に基礎代謝を高め、シェイプアップにつながるそうです。
※大きく身体を動かす運動になりますので、体力に！柔軟性に！自信のある方にお薦めです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：青

あおき

木　まなみ

講 座 名 知っ得セミナー　　お家　整理術 定　　員 15人

開催日時 11月16日・30日、12月7日（各水曜日）【全3回】　午前10時～ 11時30分
開催場所 谷和原公民館他
受 講 料 1,000円

内　　容
「整理整頓」がテーマです。整理の基本やキッチン・クローゼットの収納の仕方を学び、「お家も心もスッキリ！」
快適に過ごしてみませんか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     

講師：中
なかむら

村　信
のぶ こ

子

講 座 名 ちょっとお洒落に「お正月飾り」 定　　員 15人

開催日時 11月24日（木曜日）　午前10時～正午
開催場所 谷和原公民館
受 講 料 2,500円

内　　容
ちょっとお洒落に・・・水引やお花を使い、手作りの「お正月飾り」をアレンジしてみましょう！
フラワーアレンジで彩りの新年を！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

講師：竹
たけうち

内　沙
さ い

衣

講 座 名 米粉でクッキング　パート３　「あったかぁ～　料理」 定　　員 16人

開催日時 12月2日（金曜日）　午前10時～午後1時
開催場所 谷和原公民館
受 講 料 1,200円

内　　容
今回は米粉で「ホワイトソース」を作り、シチューやグラタンにアレンジします。
寒さ増すこれからの季節、ヘルシーな米粉料理で「あったかぁ～料理」を楽しんでみましょう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：市民ボランティア　米粉シスターズ　　鈴

すずき

木・坂
さかもと

本・大
お お く ぼ

久保
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谷和原公民館講座
講 座 名 体験教室　江戸友禅染 定　　員 30人

開催日時 12月8日・15日（各木曜日）【全2回】　午前9時～正午
集合場所 谷和原公民館
受 講 料 2,500円

内　　容
常総市染色村で、日本伝統工芸を体験してみましょう！！（染色体験は午前９時30分～ 11時30分）
庶民に愛された「江戸友禅」　ちょっと地味だけれど深い深い味わいがあります。
麻布に下絵～糊置き～友禅色さし　までを体験して、ランチョンマットを作ります。　　　　 講師：石

いしやま

山　修
おさむ

講 座 名 はじめてのお花 定　　員 15人

開催日時
12月9日・16日（各金曜日）12月22日（木曜日）【全3回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館
受 講 料 4,500円

内　　容
今回は、お家で「お花」を楽しむためのポイントを伝授します。
カジュアルな花束を活けてみる・クリスマスを演出・そして最終日はお正月のお花を活けるの３回の講座です。
リラックス気分で楽しんでみましょう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：千

ち よ だ

代田　美
みえい

永

講 座 名 春よ来い！！　ケーキずし　と　さくら餅 定　　員 16人

開催日時 12月14日（水曜日）午前10時～午後1時
開催場所 谷和原公民館
受 講 料 1,200円

内　　容

春が待ち遠しい季節・・・そして、人が集まる機会の多い季節です。そこで、雰囲気だけでも「春♪♪気分」になっ
てみましょう。
牛乳パックを使い「ケーキずし」マグロの赤身や白身魚を使い　薔薇の花のケーキ？？　いいえ！　お寿司を
作ってみます。そして、さくら餅と「うふふ・・・」と微笑みたくなる春メニューです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：市民ボランティア　庭

にわかわ

川　弘
ひろ こ

子

講 座 名 つくばみらい産青大豆でつくる「ざる豆腐」 定　　員 12人

開催日時 12月21日（水曜日）午前10時～午後1時
開催場所 谷和原公民館
受 講 料 1,500円

内　　容
つくばみらい産青大豆を使い、家庭でも出来る「豆腐作り」と「がんもどき」そして「おから」で作るドーナ
ツを提案いたします。「中身のわかる食作り」にチャレンジしてみましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：東

とうかい

海　潤
じゅんこ

子

講 座 名 国産大豆で「みそづくり」 定　　員 30人

開催日時 平成24年1月19日（木曜日）午前10時～午後1時
開催場所 谷和原公民館
受 講 料 4,300円

内　　容
国産大豆を使った毎年恒例の「みそづくり」です。火を通した大豆に麹・塩を混ぜて「マイ・味噌」を作ります。
みそづくりに必要な材料・用具一式セットです。約８ｋｇの味噌を作ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：秋

あきは

葉　節
せつお

夫

講 座 名 ・・・つくばみらい産大豆・・・　みそづくり　１・２・３ 定　　員 15人

開催日時
平成24年2月1日（水曜日）・2日（木曜日）・3日（金曜日）【全3回】
午前9時～午後1時

開催場所 JAみなみ谷和原味噌加工所
受 講 料 5,000円

内　　容
今「中身のわかる食材」に関心が集まっています。そんな中自分で味噌を作る人が増加中！？とか…そこで、
みそづくりの基本１・２・３を学びます。「おらが田んぼで・・・畑でとれた・・・米、大豆」を使い、昔なが
らの製法で、昔ながらの味噌作りをします。約10kgの「マイ・味噌！」です。講師：ＪＡ農協女性部の皆さん

講 座 名 移動学習　東京駅と丸の内 定　　員 30人

開催日時 11月25日（金曜日）午前9時～午後5時
集合場所 谷和原公民館
受 講 料 5,000円(昼食代含む)

内　　容

東京のど真ん中で、「おしゃれな街」のイメージがありますが・・・東京駅も丸の内も数多くの歴史を見て来ました。
そして刻んできました。その証拠にこの地区には重要文化財の建物が数多く残っています。
歴史の街を、ちょっと覗いてみましょう！
（前期「東御苑」に参加された方の申し込みは、ご遠慮ください。）
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生
涯
学
習
講
座

子
育
て
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル

　

こ
の
講
座
は
、
孤
立
し
が
ち
な
年
齢
の
子
を
持
つ
保
育

者
と
そ
の
子
を
対
象
に
、
外
に
出
て
人
と
触
れ
合
う
場
や

友
達
作
り
の
機
会
を
提
供
し
、
子
育
て
が
楽
し
く
感
じ
ら

れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
者
に
は
創
作
活
動
な
ど
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時

第
１
回　

親
子
で
手
遊
び
・
工
作
な
ど

　

親
子
で
、
リ
ズ
ム
遊
び
や
読
み
聞

か
せ
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
工
作

を
し
ま
し
た
。

第
２
回　

子
育
て
座
談
会
（
保
育
者
）

　

健
康
増
進
課
の
保
健
師
を
講
師
に

招
き
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
不

安
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換

を
座
談
会
形
式
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

第
３
回　

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
保
育
者
）

　

可
愛
ら
し
い
ビ
ー
ズ
の
ネ
ッ
ク
レ

ス
を
作
り
ま
し
た
。

第
４
回　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
保
育
者
）

　

日
頃
育
児
で
凝
り
固
ま
っ
た
体

を
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
た
。

第
２
回
〜
第
４
回　

リ
ズ
ム
遊
び
・

手
遊
び
・
工
作
な
ど　

（
子
ど
も
）

　

講
師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

一
緒
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
工
作

を
し
ま
し
た
。

第
５
回　

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

　

楽
し
い
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
し
ま
し
た
。

○
受
講
者
感
想

◎
親
子
で
一
緒
に
い
る
時
間
が
多
い

の
で
、
離
れ
て
別
々
の
活
動
を
す
る

こ
と
で
親
の
私
は
す
ご
く
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
、
同
じ
く
ら
い
の
お
友

だ
ち
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
触
れ

合
う
機
会
を
得
て
、
い
い
刺
激
を
受

け
ら
れ
た
よ
う
で
、「
ト
ラ
ッ
ク
で
遊

ん
だ
」「
貸
し
て
っ
て
言
え
た
」「
楽

し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
の
で
、

本
人
も
よ
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
（
3
歳
１
カ
月
男
児
母
）

◎
家
を
出
る
時
、
毎
回
泣
い
て
連

れ
て
く
る
の
が
少
し
大
変
で
し
た

が
、来
て
し
ま
え
ば
楽
し
い
よ
う
で
、

帰
っ
て
か
ら
も
家
で
同
じ
事
を
や
り

た
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
子
ど
も
と
離
れ
ば
な
れ
に

な
り
不
安
で
し
た
が
、
今
回
参
加
し

て
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
終
了
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

も
っ
と
回
数
が
多
け
れ
ば
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
２
歳
８
カ
月
女
児
母
）

◎
最
初
、
親
子
で
分
か
れ
る
時
は

と
っ
て
も
泣
き
ま
し
た
。

　

次
の
回
も
、
始
ま
る
前
に
「
親
子

で
別
な
の
？
」
と
聞
か
れ
泣
か
れ
た

の
で
す
が
、
そ
の
回
が
終
わ
っ
た
時

に
は
「
次
は
別
で
も
大
丈
夫
」
と
自

平成23年度前期講座内容

回 月　日
講　座　内　容

保　育　者 子　ど　も
第１回 6月21日㈫ 親子で手遊び・工作など
第２回 6月28日㈫ 子育て座談会 リズム遊び・手遊び・工作など
第３回 7月５日㈫ ビーズアクセサリー作り リズム遊び・手遊び・工作など
第４回 7月12日㈫ ストレッチ体操 リズム遊び・手遊び・工作など
第５回 7月19日㈫ 親子でリトミック

分
か
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。き
っ
と
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
と
遊
ん
だ
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
お
化
け
が
き

た
ー
」
の
遊
び
は
家
に
帰
っ
て
か
ら

も
大
ブ
ー
ム
で
し
た
。

　

今
回
初
め
て
参
加
し
た
の
で
す

が
、
後
期
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

も
う
す
ぐ
幼
稚
園
に
入
っ
て
し
ま

う
の
で
、
そ
の
前
に
こ
う
い
う
講
座

が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

ビ
ー
ズ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
も

今
ま
で
作
成
し
た
事
が
な
か
っ
た
の

で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
（
２
歳
10
カ
月
女
児
母
）

◎
は
じ
め
て
こ
の
様
に
子
ど
も
を
預

け
ら
れ
る
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

普
段
で
き
な
い
こ
と
（
ビ
ー
ズ
作

り
等
）
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
む
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
も
親
と
離
れ
る

時
間
が
面
白
か
っ
た
様
で
、
後
か
ら

「
こ
ん
な
遊
び
し
た
」
と
、
た
く
さ

ん
お
話
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
先
生

方
に
感
謝
！

　

ま
た
参
加
し
た
い
の
で
企
画
を
お

願
い
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
（
３
歳
１
カ
月
女
児
母
）

○
平
成
23
年
度
後
期
講
座
で
も
子
育

て
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
講
座
を
開
設
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
後
期
講
座
申
込

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

間
を
、
子
ど
も
に
は
リ
ズ
ム
遊
び
や
工
作
な
ど
楽
し
ん

で
過
ご
せ
る
時
間
を
提
供
し
ま
す
。
対
象
は
、
２
歳
以

上
の
未
就
園
の
子
と
そ
の
保
育
者
で
す
。

　

前
期
講
座
の
様
子
や
参
加
者
の
感
想
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

  

谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
１
６
）

問

第１回親子で手遊び・工作などの様子

第２回子育て座談会の様子
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真
夏
の
祭
典
、
大
盛
況

〜
み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
開
催
〜

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
市
商

工
会
青
年
部
主
催
に
よ
る
「
み
ら
い

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」
が
み
ら
い
平

駅
東
方
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た

　

当
日
は
、
30
度
を
超
え
る
真
夏
日

と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
ス
テ
ー
ジ

で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
演
奏
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、
か
き
氷
や
輪
な
げ
な
ど

の
出
店
が
立
ち
並
び
、
夏
休
み
中
の

子
ど
も
た
ち
や
家
族
連
れ
な
ど
多
く

の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
市
伝

統
芸
能
の
「
綱
火
」
が
、
夏
の
夜
空

を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
保
護
司
、
人

権
擁
護
委
員
・
更
生
保
護
女
性
会
の
皆

さ
ん
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
中
学

生
会
・
高
校
生
会
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

て
、「『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
〜

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
」
と
し
て
、

啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
元
の
姿
に

。

　

東
日
本
大
震
災
で
破
損
し
た
、
き

ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
施
設
内
の

舗
装
通
路（
送
迎
用
バ
ス
倉
庫
前
）を
、

数
日
間
に
わ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
修
復
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

桟さ
じ
き
は
ら原
武た
け
こ子
さ
ん
（
谷
井
田
）
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
有
志
の
皆
さ

ん
。
桟
原
さ
ん
は
「
い
つ
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
何
と
か
し
た

い
と
思
っ
た
。
み
ん
な
心
を
ひ
と
つ

に
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま
す
」
と
汗

〜
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
施
設
を
修
復
〜

修復作業の様子

欲しいものが獲れたかな♪

東
日
本
大
震
災
復
興
応
援
切
手
販
売
開
始

鈴
木
さ
ん
西
日
本
大
会
準
優
勝

〜
雲
州
そ
ろ
ば
ん
珠
算
競
技
会
〜

　

雲
州
そ
ろ
ば
ん
珠
算
競
技
大
会
西

日
本
大
会
団
体
総
合
小
学
校
５
・
６

年
の
部
に
お
い
て
、
鈴す
ず
き木
一か
ず
ふ
み史
さ
ん

（
板
橋
小
6
年
）
が
見
事
準
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
4
月

に
京
都
府
か
ら
引
越
し
て
き
て
か
ら

も
、
京
都
府
の
珠
算
塾
に
通
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
鈴
木
さ
ん
は
「
準
優

勝
で
き
て
う
れ
し
い
、
こ
れ
か
ら
は

優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と

喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

を
拭
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市市内内の出の出来来事事市市内内の出の出来来事事
～ つくばみらいのわだい ～

▷
啓
発
活
動
の
様
子

　

全
国
初
の
試
み
で
あ
る
「
東
日
本

大
震
災
復
興
応
援
切
手
」
が
８
月
22

日
販
売
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

販
売
開
始
当
日
、
伊
奈
庁
舎
で
は
、

多
く
の
方
が
、
購
入
に
訪
れ
、
先
頭

に
並
ん
だ
の
は
、
鐘か
ね
が
え

ヶ
江
祥し
ょ
う
き
ち
吉
さ
ん

（
伊
奈
東
）、
井い
の
う
え上
陸り
く
や哉
さ
ん
（
同
）、

井い
の
う
え上
百も
も
き輝
さ
ん
（
同
）。
三
人
は
、
前

日
の
午
後
７
時
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
並
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

準優勝した鈴木さん

右から、井上百輝さん、鐘ヶ江祥吉
さん、井上陸哉さん、片庭市長
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快
挙
！
県
総
体
優
勝

〜
谷
和
原
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
〜

谷和原中学校男子バレーボール部の皆さん

　

県
総
体
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
」

決
勝
戦
が
7
月
28
日
、
常
総
市
水
海

道
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
本
市
か

ら
出
場
し
た
谷
和
原
中
学
校
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
、
見
事
、
優
勝
し

ま
し
た
。
谷
和
原
中
学
校
で
は
、
こ

れ
ま
で
準
優
勝
が
最
高
成
績
で
あ
っ

た
た
め
、
初
の
快
挙
と
な
り
、
生
徒

を
は
じ
め
学
校
関
係
者
は
大
喜
び
で

し
た
。

　

8
月
3
日
に
は
、
３
年
生
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
、高た

か
は
し橋

秀ひ
で
み
つ光

校
長
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
監
督
の
佐さ

の野
哲あ

き
ひ
ろ広

先
生
、
同
コ
ー
チ
の
菊き

く
ち池

佳よ
し
み美

先
生

が
、
優
勝
報
告
の
た
め
、
片
庭
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
藤ふ

じ
た田
裕ゆ
う
と将
さ
ん

は
、「
2
ク
ラ
ス
し
か
な
い
中
学
校
で

出
会
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
、
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
。
他
の
中
学
校
は
、
小
学
校
か
ら

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
る
人
た

ち
ば
か
り
の
中
、
自
分
た
ち
は
中
学

校
か
ら
始
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
優

勝
で
き
た
の
は
、
佐
野
先
生
の
指
導

の
お
か
げ
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
関

東
大
会
で
は
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ

う
一
生
懸
命
戦
っ
て
き
ま
す
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
か
ら
神
奈
川
県
で
開
催

さ
れ
た
関
東
大
会
で
は
、
埼
玉
県
代

表
の
富
士
見
東
中
学
校
と
対
戦
し
ま

谷
和
原
杯
少
年
野
球
大
会

し
た
が
、
敗
戦
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
夏
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
来

年
こ
そ
は
全
国
大
会
出
場
を
勝
ち

取
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

市
長
杯
バ
レ
ボ
ー
ル
大
会

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
み
ら
い
」
に
決
定

　

谷
和
原
杯
少
年
野
球
大
会
が
７
月

18
日
、
23
日
、
24
日
の
3
日
間
に
わ

た
り
、
市
総
合
運
動
公
園
野
球
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
近
隣
市
町
村
か
ら
24

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
応

援
の
中
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優　

勝　

谷
田
部
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ー
ズ

準
優
勝　

取
手
タ
イ
ガ
ー
ス

第
３
位　

や
わ
ら
メ
ッ
ツ

　
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
5
周
年
記
念
」

市
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
8
月
21

日
、常
総
運
動
公
園
体
育
館
で
、12
チ
ー

ム
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

準
優
勝　

シ
ル
キ
ー
ズ

第
３
位　

Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

第
３
位　

Ｓ
ｕ
ｃ
ｃ
ｅ
ｅ
ｄ

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
設
立
準
備

委
員
会
で
は
市
内
小
学
生
よ
り
名
称
を

募
集
し
、正
式
名
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ク
ラ
ブ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
募
集
し
ま
す
。（
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
可
）
応
募
用
紙
、
ま
た
は
縦
14
㎝

×
横
10
㎝
の
枠
の
紙
に
作
品
を
描
い

て
、
10
月
29
日
㈯
ま
で
に
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
さ
れ
た
方
１
人
に
粗
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。

　

応
募
用
紙
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

室
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

  

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
み
ら
い
設
立

準
備
委
員
会　

☎
58
‐
４
０
０
５

問

やわらメッツの皆さん

ＺＥＲＯの皆さん

話題を提供してください！
伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1202~1203）
※紙面の都合上、投稿いただいた情報が必ずしも掲載できる
とは限りませんので、ご了承ください。



22－広報つくばみらい９月号（No.66）－

体
験
で
き
ま
す
！

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

‐
４
０
０
５　

・
谷
和
原
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

http://yaw
ara.iinaa.net/index.htm

l

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者 

（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

  　

 　

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
会
普

及
指
導
部　

新に
っ
た田　

☎
52
‐
７
４
４

７
、
井い

の
う
え上　

☎
58
‐
７
０
６
２

▼
主
催
＝
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部

▼
日
時
＝
10
月
30
日
㈰　

午
前
８
時

　

30
分
か
ら
（
予
備
日
、
11
月
６
日

　

㈰
）

▼
会
場
＝
常
総
運
動
公
園
テ
ニ
ス

　

コ
ー
ト
（
守
谷
市
）

▼
試
合
形
式
＝
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
ト
ー

　

ナ
メ
ン
ト
方
式

▼
参
加
費
＝
１
ペ
ア
２
０
０
０
円　

　
（
当
日
、
受
付
時
に
集
金
）

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

　

市
内
ク
ラ
ブ
な
ど
に
所
属

▼
申
込
期
間
＝
10
月
１
日
㈯
〜
15
日

　

㈯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室　

☎
58

　

者
１
１
０
０
円
◎
一
般
１
２
０
０

　

円
※
当
日
不
参
加
の
場
合
で
も
、
参
加

費
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず 

代

わ
り
の
参
加
者
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
期
限
＝
10
月
19
日
㈬　

午
後

　

４
時
ま
で

　
　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室　

☎
58

‐
４
０
０
５

準
額
月
額
20
万
円
以
下
）

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
方

⑦
ペ
ッ
ト
不
可

⑧
そ
の
他
諸
条
件
あ
り

▼
募
集
戸
数
＝
３
戸

▼
場
所
・
間
取
り
＝
秋
葉
山
住
宅（
狸

　

穴
１
０
７
２
‐
４
）・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・

　

１
戸
、
古
川
住
宅
（
古
川
９
５
８

　

‐
３
）・
３
Ｄ
Ｋ
・
２
戸

▼
家
賃
＝
所
得
と
家
族
構
成
に
よ
り

　

変
動

▼
募
集
期
限
＝
10
月
７
日
㈮

▼
入
居
開
始
予
定
日
＝
12
月
１
日
㈭

▼
決
定
方
法
＝
所
得
が
低
く
、
住
宅

　

に
困
っ
て
い
る
度
合
い
の
高
い
方

　

を
選
考
し
決
定
し
ま
す
。

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
６
１
）

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

情
報

お知らせらせ
Information－ －

申 ･･･ 申し込み先 ･･･ 問い合わせ先問

～道路の陥没、段差、路肩の崩れなどを見つけた時は、市建設課（☎58－2111内線8181 ～ 8186）までご連絡ください～

問
申

問
申

　

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
入
居
資
格

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
（
持

ち
家
の
あ
る
方
は
申
し
込
み
不
可
）

②
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
あ
る
方

③
原
則
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
方

④
市
民
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
収
入
基
準
に
当
て
は
ま
る
方
（
基

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
日
時
＝
10
月
23
日
㈰　

午
前
８
時

　

30
分
受
付

▼
会
場
＝
伊
奈
東
中
学
校
体
育
館

▼
種
目
＝
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

（
１
部
・
２
部
・
３
部
）　

▼
ク
ラ
ス
＝
◎
１
部
（
上
級
・
中
級

　

者
の
上
）、
◎
２
部
（
高
校
生
お

　

よ
び
中
級
者
）、
◎
３
部　
（
中
学

　

生
お
よ
び
初
級
者
）

▼
参
加
資
格
＝
1
部
・
2
部
は
オ
ー

　

プ
ン
参
加
、
３
部
は
市
在
住
お
よ

　

び
在
勤
者
の
み

※
ク
ラ
ス
分
け
は
、
都
合
に
よ
り
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
費
＝
◎
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン

　

ト
ン
部
員
お
よ
び
中
学
生
９
０
０

　

円
、
◎
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

▼
日
時
＝
11
月
13
日
㈰　

午
前
８
時

　

受
付
、
８
時
30
分
開
会
式

▼
会
場
＝
小
絹
中
学
校
体
育
館

▼
種
目
＝
男
子
・
女
子
（
各
単
・
複
）

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
ゼ
ッ
ケ
ン
着
用

▼
申
込
期
限
＝
10
月
７
日
㈮

　
　

    

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室　

☎
58

‐
４
０
０
５

第
６
回
市
民
卓
球
大
会

問
申

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
ス
ポ
ー
ツ
競
技

と
し
て
あ
る
い
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
老
若
男
女
、
長
く
楽
し
め
る
競

技
で
す
。
市
内
に
は
、
６
地
区
（
三

島
地
区
・
板
橋
地
区
・
小
張
地
区
・

豊
地
区
・
谷
井
田
地
区
・
谷
和
原
地

区
）
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
地
区
で
体
験
す

る
事
が
で
き
ま
す
。

問
申

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

常
陽
年
金
相
談

　

常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
常

陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士
が
、

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
年
金
請
求
手

問
申

市
長
杯
硬
式

テ
ニ
ス
大
会

第
６
回
市
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
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無
料
調
停
相
談
会

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

谷
和
原
郵
便
局

年
金
相
談

　

谷
和
原
郵
便
局
で
は
、
毎
月
無
料

の
年
金
相
談
会
を
実
施
し
、
年
金
の

代
行
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話　

☎
52
‐
６
９
１
１

▼
日
時
＝
10
月
23
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時 

▼
場
所
＝
谷
和
原
郵
便
局

　

     

谷
和
原
郵
便
局   

☎
52 

‐

６
９
１
１

　

茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部
で

は
、
10
月
の
「
行
書
書
士
制
度
広
報

月
間
」
に
あ
わ
せ
て
、
無
料
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

▼
相
談
内
容
＝
相
続
、
遺
言
、
法
人

　

設
立
、
営
業
許
可
、
農
地
転
用
、

　

帰
化
永
住
・
在
留
資
格
関
係
、
交

　

通
事
故
、
権
利
事
務
や
事
実
証
明

　

に
関
す
る
こ
と
な
ど

▼
日
時
＝
10
月
22
日
㈯　

午
前
10
時

▼
日
時
＝
10
月
15
日
㈯　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時
30
分

▼
会
場
＝
土
浦
市
亀
城
プ
ラ
ザ
（
土

　

浦
市
中
央
２
‐
16
‐
４
）

※
先
着
順
に
行
い
ま
す
。
予
約
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。　

▼
主
催
＝
最
高
裁
判
所
・
土
浦
調
停
協
会

　

 

土
浦
調
停
協
会　

☎
０
２
９
‐

８
２
１
‐
４
３
４
７（
土
浦
裁
判
所
内
）

　

土
浦
調
停
協
会
所
属
の
調
停
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
内
容
＝
交
通
事
故
、金
銭（
多

　

重
債
務
も
含
む
）、
土
地
建
物
、　

　

害
、
家
庭
の
問
題
な
ど
で
困
っ
て

　

い
る
方

社
会
生
活
基
本
調
査

　

こ
の
調
査
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
統
計
調
査
で
、
１
日
の
生
活
時
間

　

10
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
10
月
11
日
㈫
〜
14
日
㈮

※
定
例
総
会
は
、
10
月
25
日
㈫
の
予

定
で
す
。

 　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会

事
務
局　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

農
業
委
員
会
各
種
申
請

　

社
団
法
人
茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士

協
会
で
は
、
10
月
の
「
土
地
月
間
」

に
あ
わ
せ
て
、
不
動
産
価
格
な
ど
の

相
談
に
応
じ
る
無
料
相
談
会
を
行
い

ま
す
。（
当
日
会
場
に
て
申
し
込
み
）

　
〈
牛
久
会
場
〉

▼
日
時
＝
10
月
３
日
㈪　

午
前
９
時

　

30
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
牛
久
市
柏
田
町
１
６
０
６

　

‐
１
）

　
〈
土
浦
会
場
〉

▼
日
時
＝
10
月
7
日
㈮　

午
前
９
時

　

30
分
〜
正
午

不
動
産
無
料
相
談
会

▼
会
場
＝
土
浦
市
民
会
館
（
土
浦
市

　

東
真
鍋
町
２
‐
６
）

　
　

茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会　

☎
０
２
９ 

‐
２
４
６
‐
１
２
２
２

古
文
書
の
防
虫
処
理

　

結
城
三
百
石
記
念
館
に
お
い
て
、

収
蔵
庫
内
文
書
の
燻
く
ん
じ
ょ
う蒸
作
業
を
実
施

し
ま
す
。
こ
れ
は
ア
ル
プ
ガ
ス
を
使
っ

て
、
文
書
を
食
べ
る
虫
を
駆
除
し
、

文
書
資
料
な
ど
を
長
く
保
存
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
が
お
持
ち

の
文
書
も
一
緒
に
燻
蒸
で
き
ま
す
。
ま

た
、
虫
食
い
に
な
っ
た
文
書
も
こ
れ
以

降
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

文
書
の
燻
蒸
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

9
月
26
日
㈪
か
ら
9
月
30
日
㈮
ま
で

の
間
に
、
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間
＝
10
月
３
日
㈪
〜
７
日
㈮

　

  

谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
１
３
）

行
政
書
士
無
料
相
談
会

続
き
の
代
行
を
し
て
く
れ
ま
す
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話　

☎
58
‐
５
５
５
２

▼
日
時
＝
10
月
12
日
㈬　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時 

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　

 　
　

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９ 

‐
３
０
０
‐
２
８
４
４

　

〜
午
後
４
時

▼
会
場
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会

　

伊
奈
事
務
所
（
市
役
所
伊
奈
庁
舎

　

そ
ば
）

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　

 

茨
城
県
行
政
書
士
会   

☎
０
２
９

‐
３
０
５
‐
３
７
３
１

の
配
分
お
よ
び
自
由
時
間
に
お
け
る

主
な
活
動
を
調
査
し
、
仕
事
や
家
庭

生
活
に
費
や
さ
れ
る
時
間
、
地
域
活

動
な
ど
へ
の
か
か
わ
り
な
ど
の
実
態

を
調
査
し
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や

構
造
的
な
変
化
な
ど
社
会
経
済
の
変

化
を
考
慮
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

こ
の
調
査
は
昭
和
51
年
に
開
始
さ
れ

て
以
来
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
お

り
、
今
回
で
８
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
を
他
に
漏
ら
す
こ
と
や

目
的
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
世
帯
に
迷
惑
が
か

か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
の
期
日
＝
10
月
20
日
現
在

　
（
生
活
時
間
に
つ
い
て
は
10
月
15

　

日
か
ら
23
日
ま
で
の
９
日
間
の
う

　

ち
の
連
続
す
る
２
日
間
）

▼
調
査
の
対
象
＝
伊
奈
東
の
一
部
、

　

絹
の
台
３
丁
目
の
一
部

　

茨
城
県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働

グ
ル
ー
プ　

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐

２
６
４
９

問
申

問
申

問問

問問

問

問
申

公
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就
職
支
援
講
座

　

受
講
生
募
集

　

お
お
む
ね
40
歳
未
満
の
若
者
を
対

象
に
、
就
職
に
必
要
な
基
礎
能
力
向

上
の
た
め
の
「
就
職
力
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
！

▼
場
所
＝
①
【
土
浦
会
場
】
県
土
浦

合
同
庁
舎
（
土
浦
市
真
鍋
５
‐
17

‐
26
）、
②
【
筑
西
会
場
】
県
筑

西
合
同
庁
舎
（
筑
西
市
二
木
成

６
１
５
）

▼
日
時
＝
①
10
月
4
日
㈫
〜
12
日
㈬

　

②
12
月
7
日
㈬
〜
14
日
㈬　

両
会

　

場
と
も
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
6

　

日
間
、
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
対
象
者
＝
お
お
む
ね
40
歳
未
満
の

　

方
（
学
生
は
除
く
）

▼
定
員
＝
各
会
場
20
人

▼
参
加
費
＝
無
料

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
　
　

㈱
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス　

☎
０
２
９
‐
２
１
２
‐
３
３
０
５　

　

０
２
９
‐
２
１
２
‐
３
２
９
９

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。「
就
職
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
講
座
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」http://

w
w
w
.pref.ibaraki.jp/bukyoku/

syoukou/rosei/h23stepup/
index.htm

l

　

茨
城
県
要
約
筆
記

　

養
成
講
座

　

 　

ビ
デ
オ
編
集
講
座

　

｢

パ
ソ
コ
ン
編
集
編
」

　

災
害
発
生
時
な
ど
、
ス
ト
ー
マ
用

装
具
を
持
ち
出
せ
な
い
事
態
が
生
じ

た
時
に
備
え
、
社
会
福
祉
課
で
ス

ト
ー
マ
用
装
具
を
お
預
か
り
し
ま

す
。
万
が
一
に
備
え
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
利
用
方
法
】
ご
使
用
の
装
具
を
、

一
定
期
間
分
、
社
会
福
祉
課
に
お
持

ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
保
管
庫
で
お
預

か
り
し
ま
す
。
お
預
か
り
中
の
装
具

は
、
使
用
期
限
日
ま
で
に
、
ご
自
身

で
更
新
（
入
れ
替
え
）
を
し
て
く
だ

さ
い
。
更
新
の
際
は
、
職
員
が
立
ち

会
い
ま
す
。

　

 

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
４
）

　

障
が
い
が
あ
る
方
の
就
職
機
会
を

広
げ
る
た
め
、
求
人
者
・
求
職
者
が

相
対
に
な
っ
て
行
う
就
職
面
接
会
で

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

障
が
い
者
の
方
、
求
人
者
の
方
と
も

に
、
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
６
日
㈭　

午
後
１
時

　

〜
３
時
30
分

▼
会
場
＝
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

（
土
浦
市
城
北
町
２
‐
24
）

※
土
浦
会
場
の
ほ
か
で
も
面
接
会
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、ハ
ロ
ー

　
「
要
約
筆
記
」
と
は
、
耳
の
聞
こ

え
な
い
、
聞
こ
え
に
く
い
方
に
そ
の

場
の
話
を
要
約
し
て
文
字
で
伝
え

る
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支

援
の
一
つ
で
す
。
熱
意
の
あ
る
方
の

受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
＝
10
月
29
日
㈯
〜
平
成
24
年  

　

３
月
17
日
㈯
（
前
期
14
回
）

▼
会
場
＝
茨
城
県
立
聴
覚
障
害
者
セ

　

ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」（
水
戸
市

　

住
吉
町
３
４
９
‐
１
）

▼
定
員
＝
40
人
（
う
ち
パ
ソ
コ
ン
実

　

技
20
人
）

▼
受
講
条
件
＝
聴
覚
障
が
い
の
あ
る

　

方
の
福
祉
増
進
に
理
解
と
熱
意
が

　

あ
る
方
、
前
期
・
後
期
通
え
る
方

　
（
パ
ソ
コ
ン
実
技
の
場
合
、
パ
ソ

　

コ
ン
の
基
本
操
作
お
よ
び
Ｏ
Ｓ
が

　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
以
降
の
ノ
ー

　

ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
め
る
方
）

▼
費
用
＝
前
期
・
後
期
各
８
千
円
、

　

パ
ソ
コ
ン
実
技 

前
期
・
後
期
各

　

５
千
円
、
他
テ
キ
ス
ト
代

※
講
習
会
修
了
後
、
登
録
試
験
を
行

い
、
合
格
者
は
茨
城
県
要
約
筆
記
者

と
し
て
登
録
す
る
資
格
を
得
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
10
月
10
日
㈪

　
　

  

茨
城
県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」
要
約
筆

記
講
座
係　

☎
０
２
９
‐
２
４
８
‐

０
０
２
９　
　

０
２
９
‐
２
４
７
‐

１
３
６
９

ＦＡＸ

  

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

お
よ
び
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
教
育
委
員
会
で
は
、
ビ
デ
オ

編
集
講
座
「
パ
ソ
コ
ン
編
集
」
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
①
10
月
23
日
㈰　

午
前
10

　

時
〜
午
後
4
時
②
11
月
20
日
㈰
午

　

前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
会
場
＝
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
管
理
事
務
所
２
階
会
議
室

▼
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
、
画

　

像
や
タ
イ
ト
ル
・
音
声
の
ビ
デ
オ

　

編
集
を
体
験

▼
定
員
＝
①
②
そ
れ
ぞ
れ
15
人
（
定

　

員
を
超
え
た
場
合
抽
選
、
最
小
催

　

行
人
員
10
人
）

▼
資
格
＝
常
総
広
域
圏
内
在
住
・
在  

　

勤
者

▼
受
講
料
＝
１
０
０
０
円

▼
持
参
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
、
昼
食

▼
申
し
込
み
方
法
＝
往
復
は
が
き
に

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

　

・
選
択
日
を
明
記
の
上
、
常
総
広

　

域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
務
局

　

へ
郵
送

▼
申
込
期
限
＝
10
月
３
日
㈪
（
当
日

　

消
印
有
効
）

　
　

 

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ 

ラ 

リ
ー
「
ビ
デ
オ
編
集
講
座
パ
ソ
コ

ン
編
集
編
」
事
務
局
（
〒
３
０
２ 

‐ 
０
１
１
７   

守
谷
市
野
木
崎

２
５
２
２
番
地
）
☎
48
‐
２
３
３
９

災
害
に
備
え
て

ス
ト
ー
マ
用
装
具
を

お
預
か
り
し
ま
す

ワ
ー
ク
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

    

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
常
総
（
水
海
道

市
天
満
町
４
７
９
８
）
☎
０
２
９
７
‐

22
‐
８
６
０
９　
　

０
２
９
７
‐
22

‐
２
１
６
３

【
土
浦
会
場
】

 

障
が
い
者
就
職
面
接
会

問

問
申

ＦＡＸ

ＦＡＸ

問
申

問
申

問
申



25 －平成23年９月15日発行－

　秋の行政相談週間（10月17
日㈪～ 23日㈰）が始まります。
「わかりづらい道路案内標識を
改善してほしい」、「施設をバリ
アフリー化してほしい」など、
毎日の暮らしの中で困っている
こと、望んでいることはありま
せんか。
　そんなときは、行政相談委員
（今

いまがわ

川和
かずひろ

宏さん・相
あいじま

島宏
ひろし

さん）
にご相談ください。皆さまの声
を行政にお届けします。詳しく
は30ページをご覧ください。

 あなたの声を

行政に届けます

　

ギ
タ
ー
ラ
ド
ル
チ
ェ
で
は
、
近
隣

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
愛
好
家
に
よ

る
演
奏
会
「
第
４
回
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
30
日
㈰　

午
後
１
時

　

30
分
開
演

▼
会
場
＝
守
谷
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

（
守
谷
市
御
所
が
丘
５
丁
目
25
‐
１
）

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
曲
目
＝「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」、「
オ

　

ブ
ラ
デ
ィ
オ
ブ
ラ
ダ
」、 「
小
さ
な

　

世
界
」
…
他

　

 

細ほ
そ
か
わ川　

☎
０
９
０
‐
１
０
４
４
‐

９
２
５
１

 
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア    

 
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

開
発
途
上
国
の
人
々
と
生
活
を
共

に
し
、
相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、

技
術
や
経
験
を
生
か
し
て
、
派
遣
国

の
国
づ
く
り
に
貢
献
す
る
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
ま

ず
は
、
体
験
談
お
よ
び
説
明
会
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。（
参
加
無
料
、
予
約

不
要
、
途
中
入
退
室
自
由
）

第
９
回
伊
奈
亭
落
語
会

　

三
遊
亭
円
楽
一
門
の
真
打
ち
を
招

い
て
、
第
９
回
伊
奈
亭
落
語
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

小
さ
な
落
語
会
な
ら
で
は
の
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
、
下
町
風
情
を
味
わ
う

落
語
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
出
演

　

落
語
家　

三さ
ん
ゆ
う
て
い
え
ん
ざ
え
も
ん

遊
亭
円
佐
衛
門

　

ゲ
ス
ト　

林は
や
し
や
ら
く
い
ち

家
楽
市
（
紙
切
り
）

　

▼
日
時
＝
10
月
16
日
㈰  

午
後
２

　

時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

▼
会
場
＝
河
辺
宅
（
神
生
１
１
１
）

▼
料
金
＝
２
０
０
０
円
（
小
中
高
生

　

美
し
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
曲
に
乗
っ

て
、
楽
し
く
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
バ
レ

エ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
場
所
＝
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
他

▼
日
時
＝
第
１
・
３
金
曜
日　

午
前

　

11
時
〜
正
午

▼
参
加
費
＝
１
０
０
０
円
（
１
回
ご

　

と
、
欠
席
時
は
不
要
）

▼
持
参
す
る
も
の
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま

　

た
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水
、
バ

　

レ
エ
シ
ュ
ー
ズ（
購
入
で
き
ま
す
）

　

  　

岡お
か
だ田　

☎
０
２
９
７
‐
５
８

‐
１
４
１
２
ま
た
は
☎
０
９
０
‐

３
５
７
３
‐
６
３
５
０

プ
リ
マ
ダ
ム
に
な
ろ
う
！

 　

メ
ン
バ
ー
募
集

【
募
集
内
容
】

▼
年
齢
要
件
＝
青
年
海
外
協
力
隊
…

　

満
20
〜
39
歳
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
…
満
40
〜
69
歳
（
い
ず

　

れ
も
平
成
23
年
11
月
７
日
現
在
）

▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
応
募
書
類
を

　

郵
送
に
よ
り
提
出

▼
受
付
期
間
＝
10
月
１
日
㈯
〜
11
月

　

７
日
㈪

【
体
験
談
・
説
明
会
】

▼
会
場
・
日
時

.

◎
つ
く
ば
会
場

①
イ
ー
ア
ス
つ
く
ば
２
階
イ
ー
ア
ス

ホ
ー
ル
Ｃ
（
つ
く
ば
市
研
究
学
園
50

　

１
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
定
員
＝
広
報
紙
を
ご
覧

　

に
な
っ
た
方
先
着
10
人

　
　
　

河か
わ
べ辺　

☎
58
‐
７
６
０
８

▼
訓
練
科
目
＝
機
械
技
術
科
、
自
動

　

車
整
備
科
、
情
報
技
術
科
、
コ
ン

　

ピ
ュ
ー
タ
制
御
科

▼
定
員
＝
各
科
20
人

▼
訓
練
期
間
＝
２
年
間

▼
応
募
資
格
＝
高
等
学
校
卒
業
ま
た

県
立
土
浦
産
業
技
術

専
門
学
院
生
募
集

 
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

当
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
学

集
団
体
が
、
ダ
ン
ス･
演
劇･

音
楽･

絵
画･

書
道･

お
花
な
ど
日
頃
の
学
習

成
果
を
発
表
す
る
祭
典
で
す
。
3
日

間
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
21
日
㈮
〜
23
日
㈰　

　

各
日
午
前
10
時
か
ら

▼
場
所
＝
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ

　

ン
タ
ー
（
土
浦
駅
前
）　　

▼
入
場
料
＝
無
料

※
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
古
本
・

古
雑
誌
な
ど
の
無
料
配
布
を
行
い
ま

す
。
ご
家
庭
で
読
み
終
わ
っ
た
本
・

雑
誌
・
マ
ン
ガ
や
使
っ
て
い
な
い
Ｃ

Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
寄

贈
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
２
６-

１
１
０
１
（
土

浦
市
大
和
町
９
番
１
号　

ウ
ラ
ラ
ビ

ル
５
階
）

　

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
（
卒
業

　

見
込
み
含
む
）
し
た
方
、
も
し
く

　

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

　

す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

▼
受
付
期
間
＝
10
月
24
日
㈪
〜
11
月

　

４
日
㈮

▼
試
験
日
＝
11
月
11
日
㈮

　

詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 　

  

　
　
　

茨
城
県
立
土
浦
産
業
技
術

専
門
学
院
（
〒
３
０
０
‐
０
８
４
９  

土
浦
市
中
村
西
根
番
外
50
）
☎

０
２
９
‐
８
４
１
‐
３
５
５
１

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

　
　
　

の
つ
ど
い

街
区
１
）

・
10
月
２
日
㈰
＝
シ
ニ
ア
…
午
後
1

時
〜
３
時
30
分
、
協
力
隊
…
午
後
4

時
30
分
〜
7
時

②
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波
管
理
棟
３
階
講
義

室
１
（
つ
く
ば
市
高
野
台
３
‐
６
）

・
10
月
15
日
㈯
＝
シ
ニ
ア
…
午
前
10

時
〜
午
後
0
時
30
分
、
協
力
隊
…
午

後
２
時
〜
４
時
30
分

　
　

   

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波 

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
担
当　

☎
０
２
９
‐

８
３
８
‐
１
７
７
４

問
申

問

問
申

問
申問

問
申
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学
前
期
平
成
24
年
２
月
１
日
㈬
、

　

一
般
入
学
後
期
平
成
24
年
３
月
６

　

日
㈫ 

②
研
究
科
…
10
月
28
日
㈮

　

各
日
と
も
午
前
10
時
〜

▼
応
募
資
格
＝
①
高
等
学
校
卒
業
（
修  

　

了
）
ま
た
は
平
成
24
年
３
月
末
日
ま

　

で
に
卒
業
（
修
了
）
見
込
み
の
者
。

　

な
お
推
薦
入
学
の
場
合
こ
れ
以
外
に

　

も
条
件
が
あ
り
ま
す
。
②
農
業
大
学

　

校
の
学
科
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平

　

成
24
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込

　

み
の
者
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

　

学
力
を
有
す
る
者

▼
定
員
＝
①
農
学
科
…
40
人
、
畜
産

　

学
科
…
10
人
、
園
芸
学
科
30
人

　

②
10
人

▼
申
込
期
間
＝
①
養
成
課
程 

…
推

　

薦
入
学 

10
月
３
日
㈪
〜
10
月
18

　

日
㈫
、
一
般
入
学
前
期 

12
月
12

　

日
㈪
〜
平
成
24
年
１
月
11
日
㈬
、

　

一
般
入
学
後
期 

平
成
24
年
2
月

　

６
日
㈪
〜
２
月
27
日
㈪
②
10
月
３

　

日
㈪
〜
10
月
18
日
㈫

▼
試
験
会
場
＝
県
立
農
業
大
学
校

（
茨
城
町
長
岡
４
０
７
０
‐
１
８
６
）

▼
受
験
料
＝
２
２
０
０
円

　
　

  

県
立
農
業
大
学
校  

☎
０
２
９

‐
２
９
２
‐
０
０
１
０

原
子
力
事
故
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ
の

本
補
償
の
受
付
開
始
に
つ
い
て

　

  

45
周
年
記
念
大
会
・

　
　

公
開
講
座

　

平
成
24
年
４
月
入
学
生
（
養
成
課

程
お
よ
び
研
究
科
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
県
立
農
業
大
学
校
は
、
専
修

学
校
で
あ
り
大
学
へ
の
編
入
学
の
受

験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
２
年
（
養
成
課
程
の
１

年
生
は
特
別
の
事
由
が
な
い
限
り
寮

生
活
）。
農
学
科
、
畜
産
学
科
は
長

岡
キ
ャ
ン
パ
ス
（
茨
城
町
）、
園
芸

学
科
は
岩
井
キ
ャ
ン
パ
ス（
坂
東
市
）

で
授
業
を
受
け
ま
す
。

▼
試
験
日
時
＝
①
養
成
課
程 

…
推

　

薦
入
学 

10
月
28
日
㈮
、
一
般
入

茨
城
県
立
古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

　

推
薦
入
学
者
募
集

 秋の全国交通安全運動 秋の全国交通安全運動（（９月21日～ 30日）９月21日～ 30日）
交通死亡事故ゼロを目指す日交通死亡事故ゼロを目指す日（（９月30日９月30日） ） 

  
 運転者は、高齢者などを見かけたら、その行動
 に充分注意し、減速、徐行、一時停止するなど
 の思いやりの運転に努めましょう。

○
「
避
難
者
さ
ま
」
に
対
す
る
本
補
償

　

住
所
が
判
明
し
て
い
る
方
に
は
、
９
月
12
日
を
目
途
に
ご
請
求
の
配
布

　
（
発
送
）
お
よ
び
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
避
難
さ
れ
て
い
る
方
で
、

　

未
だ
、補
償
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
「
県
内
法
人
さ
ま
お
よ
び
個
人
事
業
主
さ
ま
」
に
対
す
る
本
補
償

　

各
事
業
者
さ
ま
に
対
応
し
た
ご
請
求
な
ど
の
準
備
が
整
い
次
第
、
９
月

　

下
旬
を
目
途
に
請
求
書
の
配
布
（
発
送
）
お
よ
び
受
付
を
開
始
い
た
し         

　

ま
す
（
一
部
団
体
の
ご
請
求
者
さ
ま
を
除
く
）。

※
詳
し
く
は
、
福
島
原
子
力
補
償
相
談
室
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

０
１
２
０
‐
９
２
６
‐
４
０
４
ま
で
。

（
東
京
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）http://w

w
w
.tepco.co.jp/index-j.htm

l

㈳
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会 

茨
城
支
部

▼
日
時
＝
10
月
29
日
㈯　

午
後
１
時

　

〜
４
時（
受
付
・
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

オ
ー
プ
ン
…
午
前
10
時
〜
）

▼
場
所
＝
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
水
戸
市
千

　

波
町
１
９
１
８
）

▼
記
念
講
演
＝
『
新
し
い
リ
ウ
マ
チ

　

医
療
・
診
断
と
治
療
の
進
歩
』

※
そ
の
他
の
催
し
物
あ
り

▼
参
加
費
＝
無
料 

問
申　

自
動
車
整
備
科
お
よ
び
板
金
科
の

平
成
24
年
度
推
薦
入
学
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
試
験
日
＝
①
自
動
車
整
備
科
…
10

　

月
14
日
㈮
②
板
金
科
…
12
月
９
日

　

㈮　
▼
応
募
資
格
＝
①
平
成
24
年
３
月
に

　

高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

　

込
み
の
者
②
平
成
24
年
３
月
に
中

　

学
校
を
卒
業
見
込
み
の
者
。

▼
定
員
＝
①
②
と
も
各
10
人

▼
申
込
期
間
＝
①
９
月
26
日
㈪
〜
10

　

月
７
日
㈮
②
11
月
21
日
㈪
〜
12
月

　

２
日
㈮

▼
試
験
会
場
＝
茨
城
県
立
古
河
産
業

　

技
術
専
門
学
院
（
古
河
市
諸
川
１

　

８
４
４
）

　
　
　

茨
城
県
立
古
河
産
業
技
術

専
門
学
院　

☎
０
２
８
０
‐
76
‐

０
０
４
９

問
申「

い
ば
ら
き
ネ
ッ
ト

　

モ
ニ
タ
ー
」
募
集

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
、

県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
月
１
回
程
度
実

施
す
る
予
定
で
、
回
答
実
績
に
応
じ

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
満
16
歳
以
上
で
イ
ン

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
お
よ
び
Ｅ
メ

　

ー
ル
の
利
用
を
日
本
語
で
で
き
る

　

方（
携
帯
電
話
で
の
利
用
を
含
む
）

　

た
だ
し
、
議
員
、
首
長
、
常
勤
の

　

茨
城
県
職
員
を
除
く
。

▼
定
員
＝
な
し

▼
任
期
＝
な
し（
い
つ
で
も
モ
ニ
タ
ー

　

登
録
解
除
が
で
き
ま
す
）

▼
申
し
込
み
方
法
＝
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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樋口一葉の名作「たけくらべ」ゆかりの地と下町浅草を巡る旅に参加してみませんか？
期　日　…10月25日㈫　
見学地　…○一葉記念館　○池波正太郎記念文庫　○浅草散策　
　　　　　○スカイツリーを車窓から　他
交通機関…行政バス１台                 
募集人員…35人（定員になり次第締め切ります）
参加費　…２５００円（昼食代を含みます）   
参加資格…市内在住者
申し込み方法…参加費を添えて市立図書館（本館）へ申し込んでください
申込開始…９月22日㈭　　　　　　　　
申し込み・問合わせ先…図書館（☎58－３７１０）

図書館まつり　開催します図書館まつり　開催します　　

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

 

　
　図書館休館日
　 10月３日㈪   10日㈪
　　    17日㈪    24日㈪  
　　　28日㈮    31日㈪　　
　
　読み聞かせ会（虹の会）
    10月はおやすみします
　
　 おはなし会
         10月29日㈯
         午後２時
         ３歳～ 7歳ぐらい
    
    開館時間
　    午前10時～午後５時

    
     図書館へのお問い合わせ

　   ☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

文学散歩参加のお誘い文学散歩参加のお誘い

10月22日(土)・23日(日10月22日(土)・23日(日))

日　　時…10月23日㈰　午後1時30分～ 3時
会　　場…図書館（本館）2階会議室
定　　員…市内在住者60人　ご家族でどうぞ！
（申込順、定員になり次第締め切ります。）
申し込み受付…9月22日㈭から本館の電話または
　　　　　　　 カウンターで受け付けします。
講演会終了後、サイン会を予定しています。
ご希望の方は、著作物をお持ちください。

とよた かずひこさんの紹介
1948年宮城県に生まれる。
早稲田大学第一文学部卒
業。「どんどこももんちゃ
ん」（童心社）で第７回日
本絵本賞を受賞。

～皆さんお誘いあわせの上、どうぞお気軽に図書館に足を運んでください～

ももんちゃんと
バルボンさんの
絵本でおなじみ！

講演会のお知らせ講演会のお知らせ　　

図書館にやってくる図書館にやってくる　　

22日（土）・23日（日）両日
本のリサイクル市
　場所：正面玄関入口付近
　除籍した雑誌・図書をお持ち
　いただけます
　お一人10冊まで。(無料)

22日（土）
科学あそび　
　場所：2階会議室
　対象：幼児から小学生
　時間：午前10時30分～正午
　テーマ　・万華鏡をつくろう！

22日（土）
朗読・読み聞かせ発表会
　場所：2階視聴覚室　　　　
　時間：午後１時30分～ 3時30分

22日（土）・23日（日）両日
市内小学生感想画作品展
　場所：2階廊下

開館時間が変更になります開館時間が変更になります
皆さんにご不便をおかけしましたが、10月から開館時間が通常どおり皆さんにご不便をおかけしましたが、10月から開館時間が通常どおり午前10時から
午後６時までになります。ご協力ありがとうございました。までになります。ご協力ありがとうございました。

とよた かずひこさんがとよた かずひこさんが　　

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り
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保 健 だ よ り保 健 だ よ り

　　平成23年度みらい健診②平成23年度みらい健診②
　　　を受けましょう　を受けましょう！！！！

実施日
会  　場　・　受 付 時 間

午前9時30分～ 11時 午後1時30分～ 3時

10月27日㈭                                     台営農研修センター※１

10月28日㈮ 　　　　　　　　 谷井田コミュニティセンター※１

11月 1日㈫                                    谷和原保健福祉センター   

11月 2日㈬ 　　　　　　　　きらくやますこやか福祉館 

11月16日㈬ 　　　　　　　　   総合運動公園　研修道場

11月17日㈭                                    小絹コミュニティセンター※１

11月18日㈮ 　　   　                  小絹コミュニティセンター※１            　

11月24日㈭          　　　　　三島小学校　            伊奈保健センター

11月25日㈮                                    板橋コミュニティセンター※１

11月30日㈬                                    伊奈保健センター

12月１日㈭                                    伊奈保健センター

12月２日㈮                                    谷和原保健福祉センター

平成24年２月4日㈯                                    谷和原保健福祉センター

【大腸がん検診について】
　今年度から、大腸がん検診をより受けやすい体制に変更しま

した。下記（1）、（2）のいずれかの方法で受診してください。

（1）みらい健診②の健診会場で採便容器を受け取る

　後日、提出日に採便容器をご持参ください。提出日時は、採

便容器配布時にご案内いたします。

（2）事前に採便容器を受け取る

　谷和原保健福祉センター内健康増進課窓口および伊奈庁舎、

谷和原庁舎の各市民窓口課に採便容器の配布場所を設置しま

す。後日、提出日に採便容器をご持参ください。提出日時は、

採便容器が入っている封筒に記載されています。

≪採便容器の設置期間：10月３日㈪～平成24年２月３日㈮≫

　健康診査を受けることは、健康づくりの第一歩です。

毎日を明るく生き生きと過ごすためにも、年に１回

【日程・会場】予約は不要です。ご希望の日に、直接会場へお越しください。
★健診当日は被保険者証（健康保険証）を必ずお持ちください★

※１　車でのご来場はご遠慮ください。

　　【健診項目】　
胃がん検診はありません

   ～社会保険被扶養者などのがん検診受診について～
　市が行うがん検診、肝炎ウィルス検診、婦人科検診などは、

ご加入の被保険者証（健康保険証）の種類に関係なく、受診

できます。

　また、みらい健診時に特定健康診査の受診を希望する場合
は、事前にご加入の各医療保険者にお問い合わせください。

【肝炎ウイルス無料検診について】
　平成23年度より、国の肝炎対策の一環として、下記の方を

対象に開始された事業です。

　４月以降に転入された方や、今まで肝炎ウイルス検診をま

だ受けていない方は、この機会に受診してください。

◎対象：平成23年４月１日時点で、40・45・50・55・60・

　　　　65・70歳の方

の健康診査を受け、ご自身の健康状態をチェックしま

しょう！

■特定健康診査・基本健康診
査・後期高齢者の健康診査
■胸部検診・肺がん検診（65
歳以上は結核検診を含む）・
前立腺がん検診・血清クレ
アチニン検査・肝炎ウイル
ス検診・大腸がん検診・喀
痰細胞診（※２）
※２  健診日当日容器を配
布し、後日回収します。

★各検診項目には、「対象者」

「対象年齢」「自己負担額」

が定められています。詳しく

は「つくばみらい市健康管理

予定表」　をご覧ください。

★各検診項目は、年度内１回

の受診となります。

　　健康増進課  がん対策室(谷和原保
　　健福祉センター内)    ☎25-2100  
       

問
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※健診などの詳しい内容は、「健康管理予定表」を
ご覧ください。

○子どもの健診・教室など
事業名 期　日 時　間 対　象

３～４カ月児健診  24日㈪ 午後１時～１時30分 平成23年7月生
１歳６カ月児健診  20日㈭ 午後１時～２時 平成22年3月生
２歳児歯科健診 12日㈬ 午後１時～２時 平成21年9月生
３歳児健診  5日㈬ 午後１時～２時 平成20年8月生
離乳食教室(前半)   7日㈮

（予約制）
午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け

離乳食教室(後半) 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
ひよこ広場(ピヨピヨ組)※

18日㈫ 午前10時～ 11時30分
１カ月～８カ月児と保護者

ひよこ広場(コッコ組) ９カ月～12カ月児と保護者

会場：谷和原保健福祉センター

日　　時 会　　場

移　    動
健康相談
（予約不要）

12日㈬

午前９時30分～11時30分

青木住宅自治会館
※車でのご来場はご
遠慮ください。

保健カレンダー (10月）保健カレンダー (10月）
○相　談

※１健康増進室利用講習会
●対象者＝市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定員＝各日８人（予約制）
●申し込み方法＝電話または窓口で直接お申し込みくだ
　さい。申し込みは、本人、家族のみです。
※２ミニ教室
●対象者＝健康増進室利用講習会を受けたことのある方
●定員＝各日20人（予約制・定員になり次第締め切り）
●申し込み方法＝電話でお申し込みください。申し込み
は、本人、家族のみです。（都合により、休講または変更
する場合があります）※バランスボールはどちらか一方。
＜申込期間＞＜申込期間＞９月27日㈫から受け付けます。（土・日・
祝日を除く）午前８時30分～午後５時15分

健康増進室のご利用案内
●火～土…午前９時～午後８時30分
●日曜日…午前９時30分～午後７時30分　　　
　　　　　（月曜日休室）
●料　金…１回あたり100円（免除制度あり）
※初めて健康増進室を利用する場合は、事前に「健
康増進室利用講習会    」を受けてください。

ご利用ください！ご利用ください！

講習・教室 期  日 開始時間 使用料

    健康増進室   
    利用講習会 ※1
（１時間30分程度）

  １日㈯  午後１時

無料
  ７日㈮  午後6時30分
  12日㈬  午後１時
16日㈰  午後１時

ミ　

ニ　

教　

室

肩こり・
腰痛体操

（40分程度）

  ４日㈫

 午前11時 100円 11日㈫
 18日㈫
 25日㈫

バランスボール・

リフレッシュ

（１時間程度）

５日㈬

午前11時 100円
12日㈬
19日㈬
26日㈬

チューブ運動

（１時間程度）

 ６日㈭  

 午前11時 100円
13日㈭
20日㈭
 27日㈭

バランスボール・

シェイプアップ

（１時間程度）

  ７日㈮   

 午前11時 100円
 14日㈮
 21日㈮
 28日㈮

【10月スケジュール】
※１

◎ミニ教室　 の使用料には、健康増進室使用料を含みます。

申

※２

健康増進課　☎25-2100　

健康増進室健康増進室

※２

問
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      ～健康な体は食事から～
        ヘルシークッキング教室参加者募集！！ヘルシークッキング教室参加者募集！！
  調理実習をしながら健康食を学んでみませんか。 今回のテーマは、

「がん予防食」 です。 素材の味を活かした体に優しいメニューをご

紹介します。 食生活改善推進員が丁寧に説明しますので、 初めての

方でも安心してご参加いただけます。

◆日時…10月19日㈬　午前10時～午後１時
◆会場…伊奈保健センター
◆メニュー…鮭のハーブグリル、きのこのすまし汁、長芋と水菜
　　　　　　の梅肉和え
◆費用…２００円／人
◆定員…20人（申込多数の場合は抽選）
◆申込期限＝10月６日㈭まで
　　　市食生活改善推進協議会事務局（谷和原保健福祉センター内）
　　　☎25-2100
問申

保 健 だ よ り保 健 だ よ り
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　市消費生活センターでは、消費生活に関する苦情や問い
合わせを、専門の相談員が受け付けています。消費生活に
ついてのトラブルに巻き込まれたり、迷ったりしたときに
は、お気軽にご相談ください。
　
　日　時　毎週月～金曜日  午前９時～正午、午後１時～４時30分
　　　　　※祝日・年末年始は除く
　場　所　市消費生活センター（谷和原庁舎１階）
　　        　☎ 25 - 3288（センター直通）
                        ℻   57 - 2288 

　

谷 和 原 庁 舎              ２日・16日

伊 奈 庁 舎            ９日・23日

 開庁時間：午前８時30分から正午まで
業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）
 【税務関係】　
　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車      
   車検用納税証明書などの発行
   市税、各種使用料および手数料など（納付書持参　
   の場合のみ）の収納

  【戸籍・住民票関係】

　戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、印鑑
    登録および印鑑登録証明書、外国人登録記載事項
    証明書などの発行 
※住民票の異動（転入・転出・転居など）および外
国人登録の手続きはできません。外国人登録記載事
項証明書の発行は伊奈庁舎開庁時のみとなります。
谷和原庁舎開庁時は発行できません。 

問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8114）

 

　     
    ◎法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
　◎心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　　予約・問い合わせ先
  　　 ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）　
　　　☎ 57 - 0123

市社会福祉協議会心配ごと相談（10月）

行　政　相　談（10月）

教　育　相　談（10月）　
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・
受験・カウンセリングなど何でも結構ですのでご利用く
ださい。来所相談のほか、電話相談も受け付けています。
　                ●伊奈公民館
　　　           日　時　毎週水曜日
　　　　　    午前９時～午後５時
　　　　　    ☎ 57 - 0983（相談室直通）
                    ●小絹コミュニティセンター
　　　           日　時　毎週火曜日　　　
　　　 　　   午前９時～午後５時
　　　　　    ☎ 52 - 7566（相談室直通）

                      ●相談員　羽
は

田
た

　暁
さとる

　さん

　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えにく
い」「郵便ポストが近くにない」など、困っていることはあ
りませんか？ こんなとき、行政相談委員にご相談ください。
　日　　時　10月20日㈭
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　　所　伊奈庁舎　２階　会議室
　　また、随時相談を受け付けています。
　　問い合わせ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　　

相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　  10月４日㈫   法律相談(弁)…谷和原保健福祉センター
             11日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館 
　　　  18日㈫　法律相談(弁)…谷和原保健福祉センター
             19日㈬   心配ごと相談…すこやか福祉館
                〃　　 心配ごと相談…谷和原保健福祉センター
             25日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館   

 日曜日開庁のお知らせ（10月）

消 費 生 活 相 談

人　権　相　談（10月）
　家庭内の問題、いじめ、セクハラ、近隣関係、相続な
ど、心配ごとや困っていることがありましたら、お気軽
にご相談ください。プライバシーは厳守されます。
●谷和原保健福祉センター
　日　時　10月6日㈭　午前10時～正午　
●板橋コミュニティセンター
　日　時　11月９日㈬　午前10時～正午
問い合わせ先：社会福祉課　☎58‐2111（内線1152）

   
  

　　　　　　　　　　　　　　
 休日当番病院（10月）

日 病　院　名 所在地 連　絡　先
２日㈰･10日㈷ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

９日㈰ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223

16日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333
23日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

30日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

　　小児科救急当番病院（10月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総 合 守 谷 第 一 病 院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 ＪＡとりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551

                                 くみとり
業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-58-3566

旧谷和原全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂、戸崎、   
根柄を除く）
板橋（高岡）・東（東栗山、城中）

関　東　商　事  ㈱
029- 836-3007

板橋（高岡を除く）
東（足高）・三島（戸茂、戸崎、根柄）
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～水道工事は市指定給水装置工事事業者へ～　

水道工事（新設・改造・修繕など）は、市の指定を受けた給水装置工事事業者でな
ければ行うことができませんので、工事の際は指定を受けた事業者に依頼してください。
　市内の指定給水装置工事事業者は下記のとおりです。また、市外の事業者を知りた
い場合は別途お問い合せください。
　なお、市ホームページにも一覧が掲載されています。
（トップページ→上下水道→水道の漏水と修理について→市指定給水装置工事事業者）
　　　　　　　　　　　　　                                     

 水道課　 　52 - 6100
 

工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号

㈱赤塚土木興業 長渡呂256 58 - 6213 ㈱豊島産業 川崎213-3 52 - 3335

伊奈工業㈱ 城中359 58 - 6168 ㈱直井造園土木 日川571 52 - 2600

いなほ工業㈱ 上島848 58 - 0382 成島建設㈱ 板橋3101 58 - 1131

㈲大久保水道工業 上島824 58 - 8177 成建工業㈱ 板橋3022-7 58 - 8613

オービー建設㈱ 谷井田750-1 47 - 7000 浜野商事㈱ 伊丹161 58 - 2416

㈲片見設備工業 福岡1425-1 52 - 5804 原信田建設㈱ 板橋1783 58 - 0018

㈲川口商事 鬼長526-1 52 - 3286 常陸管工 上長沼617 52 - 5579

久下設備 城中55 58 - 0418 ㈲福新設備工業 台198 52 - 5011

㈲坂本設備工業 豊体番外3号 58 - 0070 ㈱武平 福原188 57- 0600

常総土木工業㈱ 福岡1383-1 52 - 5357 ㈲文倉建設 鬼長1231-2 52 - 5622

常栄エンジニアリング㈱ 田村450 52 - 7633 松本工業㈱ 板橋2536 58 - 2187

㈱新みらい 絹の台2-2-3 34 - 1088 ㈲丸斉建設 真木106 52 - 2627

㈱誠勝 筒戸1987-11 20 - 5470 谷口設備工業 真木67-1 52 - 2619

関建設㈱ 上島168-2 58 - 2138 ㈱山田組 城中952 58 - 2351

塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1 52 - 3681 谷原建設㈱ 下長沼118-1 52 - 2298

㈱寺田興業 南927-2 52 - 5809 吉田設備 樛木45-3 52 - 5830

常磐興業㈱ 筒戸3178 52 - 2203

問  ☎  ＜給水装置工事事業者一覧＞

・

　　

火災・救急統計
●火災

　建 物

　車 両

　そ の 他

　 計

●救急

　交通事故

　急　　病

　そ の 他

　 計

８月分

1件

　0件

1件

2件

　８月分

17件

83件

　29件

129件

23年分

4件

　2件

2件

8件

23年分

137件

611件

　206件

954件

国 民 健 康 保 険 税　　　第 ４ 期

市 県 民 税　　　第 ３ 期

後期高齢者医療保険料　　　第 ４ 期
( 普 通 徴 収 )

介 護 保 険 料　　　第 ４ 期

保 育 料　　　1 0 月 分

児 童 ク ラ ブ　　　1 0 月 分

上 下 水 道 料　　　８ 月 分

上下水道料※(取)　　　７ 月 分

住 宅 使 用 料　　　1 0 月 分

地 代　         1 0 月 分

☆納期限は
　　　　10月31日㈪です。
※(取)：取手地方広域下水道組合

10月の納税など

節水にご協力ください
     　　　　  

水は、私たちの生命を維持するために必要な大切な資源です。
　　　　  　　　節水に心がけ、限りある水を大切に使いましょう。

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
日
㈪
＝
庁
議
、
山
口
武
平
氏
茨
城
県
議
会
名
誉
議
員
称

　
　
　
　

号
受
章
祝
賀
会

２
日
㈫
＝
Ｔ
Ｘ
３
市
協
議
会
監
査
・
つ
く
ば
み
ら
い
市
交

　
　
　
　

通
安
全
対
策
協
議
会

３
日
㈬
＝
谷
和
原
中
学
校
バ
レ
ー
部
県
大
会
優
勝
報
告

４
日
㈭
＝
水
戸
財
務
事
務
所
講
演
会
・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

５
日
㈮
＝
県
南
・
県
西
合
同
政
経
懇
話
会

６
日
㈯
＝
女
性
消
防
団
事
前
説
明
会
・
社
会
を
明
る
く
す

　
　
　
　

る
運
動
啓
発
活
動
・
市
商
工
会
青
年
部
主
催「
み

　
　
　
　

ら
い
フ
ェ
ス
タ
」

７
日
㈰
＝
放
射
能
対
策
保
護
者
説
明
会
・「
み
ら
い
フ
ェ

　
　
　
　

ス
タ
」
報
告
会

８
日
㈪
＝
国
保
運
営
協
議
会
・
茨
城
コ
ー
プ
復
興
支
援
懇

　
　
　
　

談
会

10
日
㈬
＝
消
防
デ
ジ
タ
ル
無
線
化
首
長
会
議

11
日
㈭
＝
９
月
補
正
予
算
査
定
協
議

12
日
㈮
＝
水
田
農
業
推
進
協
議
会
総
会
・
議
会
全
員
協
議
会

18
日
㈭
＝
常
総
バ
イ
パ
ス
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

19
日
㈮
＝
市
町
村
長
自
治
研
修
会

21
日
㈰
＝
５
周
年
記
念
市
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　

放
射
能
対
策
保
護
者
説
明
会

22
日
㈪
＝
東
日
本
大
震
災
復
興
応
援
切
手
販
売
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
　

・
担
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
総
会
・
常
総
広

　
　
　
　

域
消
防
本
部
消
防
長
来
訪

23
日
㈫
＝
Ｔ
Ｘ
３
市
推
進
協
議
会
総
会

24
日
㈬
＝
茨
城
県
戦
没
者
追
悼
式
・
小
張
松
下
流
綱
火
式

　
　
　
　

典
及
び
保
存
会
激
励

25
日
㈭
＝
常
総
衛
生
組
合
管
理
者
会
・
間
宮
林
蔵
顕
彰
会

　
　
　
　

役
員
会
・
常
総
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
管
理

　
　
　
　

者
会

28
日
㈰
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
総
合
計
画
地
区
懇
談
会

29
日
㈪
＝
定
例
記
者
会
見

30
日
㈫
＝
第
３
回
茨
城
県
市
長
会

31
日
㈬
＝
茨
城
県
都
市
局
長
来
訪

   

市
長
８
月
の
動
静
（
８
月
1
日
〜
31
日
）

こ
こ
で
は
、市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。
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青少年育成つくばみらい市民会議特集青少年育成つくばみらい市民会議特集

育てよう みらいを託す青少年育てよう みらいを託す青少年

 　　　生涯学習課
　　　☎ 58- 2111（内線8212）
問

　「ゆたか祭り」は、さまざまな体験活

動や地域の方々との交流をとおして、創

造性や社会性、協調性を養うことを目的

として毎年実施しています。

　昨年の「ゆたか祭り」では、午前中に、

おもしろおもちゃ教室、林蔵太鼓体験教

室、割り箸アート、音楽教室、クリスマ

スリース作り教室など体験活動を開催し

ました。児童はそれぞれの教室で熱心に

取り組み、有意義な時を過ごしました。

　お昼には、PTA主催の模擬店やゲーム

コーナーをとおして、地域の方々や保護

者の方々と楽しみました。

　午後は、音楽鑑賞会として、E
エ リ ク オ

RIKUOに

よる、マリンバとギター演奏の楽しい音

楽の時間を過ごしました。

　毎年、地域や保護者の皆さまのご協力

を得て、心温まる「ゆたか祭り」を実施

することができています。関係者の皆さ

まに、深く感謝申し上げます。

豊支部豊支部ゆたか祭り




